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商標について 
 
Linear Tape-Open、 LTO、 Ultrium Tape Drive は International Business Machines Corporation、
Hewlett-Packard Companyおよび Seagate Technologyの米国における商標です。 
Microsoft、Windows、Windows NT、およびWindowsロゴは、Microsoft Corporationの米国およびその他
の国における登録商標です。 
 
その他の登録商標、商標、ブランド名および製品名は、それぞれの所有者に帰属する知的財産権です。 
 

 電波障害自主規制について 
 
 この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会(VCCI)の基準に基づく 
 クラスＢ情報技術装置です。この装置は家庭環境で使用することを目標とし 
 ていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用される 
 と受信障害を引き起こすことがあります。 
 ユーザーズガイドに従って正しい取り扱いをしてください。 

 
 
高調波適合品 
 
この装置は 高調波電流規格 JIS C 61000-2適合品です。 
：JIS C61000-3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立性－第 3-2部：限度値－好調は電流発生限度値（１
相当たりの入力電流が 20A 以下の機器）」に基づき、商用電力系統の高調波環境目標レベルに適合して設
計・製造した製品です。 
 
海外でのご使用について 
 
この装置は、日本国内での使用を前提としているため、海外各国での安全規格等の適用を受けておりませ

ん。したがって、この装置を輸出した場合に当該国での輸入通関および使用に対し罰金、事故等による補

償等の問題が発生することがあっても、弊社は直接・間接を問わず一切の責任を免除させていただきます。 
 
 
 
ご注意 
 
(1) 本ユーザーズガイドの内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。 
 

(2) 本ユーザーズガイドの内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。 
 

(3) 弊社の許可なく複製・改変などを行うことはできません。 
 

(4) 本ユーザーズガイドは内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載
もれなどお気づきのことがありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

 

(5) 運用した結果の影響については(4)項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。 
 

© NEC Corporation 2006 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



－i－ 

  このユーザガイドは、必要なときすぐに参照できるよう、お手元に置いておく 
  ようにしてください。「使用上のご注意」を必ずお読みください。 

 

使用上のご注意 ～必ずお読みください～   

 
本製品を安全に正しくご使用になるために必要な情報が記載されています。 
 

安全にかかわる表示について 
 
本ユーザーズガイドにはどこが危険か、どのような危険に遭うのか、どうすれば危険を避

けられるかなどについて説明されています。また、装置内で危険が想定される箇所または

その付近には警告ラベルが貼り付けられています。 
本ユーザーズガイド、および警告ラベルでは危険の程度を表す言葉として、「警告」と「注

意」という用語を使用しています。 
 
 

火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそ

れがあることを示します。 
 
危険に対する注意・表示は次の３種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次

のような意味を持つものとして定義されています。 
 

 注意の喚起 
この記号は、危険が発生するおそれがあ

ることを表します。記号の中の絵表示は

危険の内容を図案化したものです。 

（例） 
 
 

（感電注意) 

 行為の禁止 
この記号は行為の禁止を表します。記号

の中や近くの絵表示は、してはならない

行為の内容を図案化したものです。 

（例） 
 
 

（分解禁止） 
 
 
 行為の強制 

この記号は行為の強制を表します。記号

の中の絵表示は、しなければならない行

為の内容を図案化したものです。危険を

避けるためにはこの行為が必要です。 

（例） 
 
 

（プラグを抜け）

 
（本ユーザーズガイドでの表示例） 
         危険の程度を表す用語       危険に対する注意の内容 
 

 
 指定以外のコンセントに差し込まない 

 
電源は指定された電圧、電源の壁付きコンセントをお使いください。

指定以外の電源を使うと火災や漏電の原因となります。 

 
       注意を促す記号 
 

人が死亡する、または重傷を負うおそれがあることを

示します。 
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本ユーザーズガイドおよび警告ラベルで使用する記

号とその内容 
 
      注意の喚起 
 

 感電のおそれがあることを示し

ます。  発煙または発火のおそれがある

ことを示します。 

 
指などがはさまれるおそれがあ

ることを示します。 
特定しない一般的な注意・警告を

示します。 

 
      行為の禁止 
 

 特定しない一般的な危険を示し

ます。  
本製品を分解・修理・改造しない

でください。感電や火災のおそれ

があります。 
 
      行為の強制 
 

 
本製品の電源プラグをコンセン

トから抜いてください。火災や感

電のおそれがあります。 
 

特定しない一般的な使用者の行

為を示します。説明に従った操作

をしてください。 
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安全上のご注意 
 
本製品を安全にお使いいただくために、ここで説明する注意事項をよく読んでご理解し、

安全にご活用ください。記号の説明については巻頭の『安全にかかわる表示について』の

説明を参照してください。 
 
 

 全般的な注意事項 
 

 
 

人命に関わる業務や高度な信頼性を必要とする業務には使用

しない 
本製品は、医療機器・原子力設備や機器、航空宇宙機器・輸送設備や

機器など、人命に関わる設備や機器および高度な信頼性を必要とする

設備や機器などへの組み込みやこれらの機器の制御を目的とした使用

は意図されておりません。これらの設備や機器、制御システムなどに

本製品を使用した結果、人身事故、財産被害などが生じても当社はい

かなる責任も負いかねます。 
 

指定以外の場所で使用しない 
本製品は EIA 規格に適合した Express サーバ用の 19 インチラックに

取り付けて使用します。本製品を取り付けるラックを設置環境に適し

ていない場所には設置しないでください。 

 

本製品やラックに取り付けているその他のシステムに悪影響をおよぼ

すばかりでなく、火災やラックの転倒によるけがなどをするおそれが

あります。設置場所に関する詳細な説明や耐震工事についてはラック

に添付のマニュアルを参照するか、保守サービス会社にお問い合わせ

ください。 
 

規格以外のラックで使用しない 
本製品をラックへ搭載する場合は、EIA 規格に適合した Express サー

バ用のラックに取り付けて使用してください。EIA 規格に適合してい

ないラックに取り付けて使用したり、ラックに取り付けずに使用した

りしないでください。本製品が正常に動作しなくなるばかりか、けが

や周囲の破損の原因となることがあります。Express サーバで使用で

きるラックについては保守サービス会社にお問い合わせください。 
 

煙や異臭、異音がしたまま使用しない 
万一、煙、異臭、異音などが生じた場合は、ただちに電源を OFF にし

て電源プラグをコンセントから抜いてください。その後、お買い求め

の販売店または保守サービス会社にご連絡ください。そのまま使用す

ると火災の原因となります。 
 

針金や金属片を差し込まない 
通気孔やカートリッジ挿入口から金属片や針金などの異物を差し込ま

ないでください。感電の危険があります。 
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海外で使用しない 
本製品は、日本国内専用の装置です。海外では使用できません。この

装置を海外で使用すると火災や感電の原因となります。 
 
 
装置内に水や異物を入れない 
装置内に水などの液体、ピンやクリップなどの異物を入れないでくだ

さい。火災や感電、故障の原因となります。もし入ってしまったとき

は、すぐ電源を OFF にして、電源プラグをコンセントから抜いてくだ

さい。分解しないで販売店または保守サービス会社にご連絡ください。
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 電源・電源コードに関する注意事項 
 

 
 

ぬれた手で電源プラグを持たない 
ぬれた手で電源プラグの抜き差しをしないでください。感電するおそ

れがあります。 

 
 

 
 指定以外のコンセントに差し込まない 

指定された電圧、指定のコンセントをお使いください。指定以外の電

源を使うと火災や漏電の原因となります。 
 
また延長コードが必要となるような場所には設置しないでください。

本製品の電源仕様に合っていないコードに接続すると、コードが過熱

して火災の原因となります。 
 
 
たこ足配線にしない 
コンセントに定格以上の電流が流れることによって、過熱して火災の

原因となるおそれがあります。 
 
 
ケーブル部分を持って引き抜かない 
ケーブル部分を抜くときはコネクタ部分を持ってまっすぐに引き抜い

てください。ケーブル部分を持って引っ張ったりコネクタ部分に無理

な力を加えたするとケーブル部分が破損し、火災や感電の原因となり

ます。 
 
 
中途半端に差し込まない 
電源プラグ根元までしっかりと差し込んでください。中途半端に差

し込むと接触不良のため発熱し、火災の原因となることがあります。

また差し込み部にほこりがたまり、水滴などが付くと発熱し、火災の

原因となるおそれがあります。 
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 指定以外の電源コードを使わない 

本製品に添付されている電源コード以外のコードを使わないでくださ

い。電源コードに定格以上の電流が流れると、火災の原因となるおそ

れがあります。 
 
また、電源コードの破損による感電や火災を防止するために次のよう

な行為を行わないでください。 
 
・コード部分を引っ張らない。 
・電源コードをはさまない。 
・電源コードを折り曲げない。 
・電源コードに薬品類をかけない。 
・電源コードをねじらない。 
・電源コードにものを載せない。 
・電源コードを束ねない。 
・電源コードを改造・加工・修復しない。 
・電源コードをステープラ等で固定しない。 
損傷した電源コードを使わない(損傷した電源コードはすぐ同じ規格
の電源コードと取り替えてください。交換に関しては、お買い求めの

販売店または保守サービス会社にご連絡ください)。 
 

 

添付の電源コードを他の装置や用途に使用しない 

添付の電源コードは本装置に接続し、使用することを目的として設計

され、その安全性が確認されているものです。決して他の装置や用途

に使用しないでください。火災や感電の原因となるおそれがあります。
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 ラックの設置・取り扱いに関する注意事項 
 

 
  

一人で搬送・設置をしない 
ラックの搬送・設置は 2 人以上で行ってください。ラックが倒れてけ

がや周囲の破損の原因となります。特に高さのあるラック（44U ラッ

クなど）はスタビライザなどによって固定されていないときは不安定

な状態にあります。かならず 2 人以上でラックを支えながら搬送・設

置をしてください。 
 

荷重が集中してしまうような設置はしない 
ラックおよび取り付けたデバイスの重量が一点に集中しないようスタ

ビライザを取り付けるか、複数台のラックを連結して荷重を分散して

ください。ラックが倒れてけがをするおそれがあります。 
 

一人で部品の取り付けをしない 
ラック用のドアやトレーなどの部品は 2 人以上で取り付けてくださ

い。部品を落として破損させるばかりでなく、けがをするおそれがあ

ります。 
 

ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 
ラックから装置を引き出す際は、必ずラックを安定させた状態（スタ

ビライザの設置や耐震工事など）で引き出してください。 
 

複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 
複数台のデバイスをラックから引き出すとラックが倒れるおそれがあ

ります。装置は一度に 1 台ずつ引き出してください。 
 

定格電源を超える配線をしない 
やけどや火災、装置の損傷を防止するためにラックに電源を供給する

電源分岐回路の定格負荷を超えないようにしてください。電気設備の

配線とインストール用件に関しては、電気工事を行った業者または、

管轄の電力会社にお問い合わせください。 
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 設置・移動・保管・接続に関する注意事項 
 
 

 
 

 

 

 

腐食性ガスの存在する環境で使用または保管しない 

腐食性ガス(二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモ

ニア、オゾンなど)の存在する場所に設置し、使用しないでくだ

さい。また、ほこりや空気中に腐食を促進する成分（塩化ナトリ

ウムや硫黄など）が含まれている環境へも設置しないでくださ

い。装置内部のプリント版が腐食・ショートし、火災の原因とな

るおそれがあります。ご不明の点は販売店または保守サービス会

社にお問い合わせください。 
 

一人で持ち上げない 
本製品は約 18kg の重さがあります。一人で持つと腰を痛めるこ

とがあります。運搬・移動は必ず二人で行ってください。 
 

指定以外の場所に設置しない 
本製品を次に示すような場所や本ユーザーズガイドで指定して

いる場所以外に置かないでください。火災の原因となるおそれが

あります。 

・ほこりの多い場所。 

・給湯器のそばなど湿気の多い場所。 

・直射日光が当たる場所。 

・不安定な場所。 
 

ファンや通気孔をふさがない 
本製品の背面にあるファンや前面の通気孔をふさがないでくだ

さい。内部の温度が上昇し、誤作動の原因となるばかりでなく、

火災や感電の原因となります。 
 

プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付

けや取り外しをしない 
インタフェースケーブルの取り付け／取り外しは電源コードを

コンセントから抜いて行ってください。たとえ電源を OFF にして

も電源コードを接続したままケーブルやコネクタに触ると感電

したり、ショートによる火災を起こしたりすることがあります。
 

指定以外のインタフェースケーブルを使用しない 
インタフェースケーブルは、弊社が指定するものを使用し、接続

する装置やコネクタを確認した上で接続してください。指定以外

のケーブルを使用したり、接続先を誤ったりすると、ショートに

より火災を起こすことがあります。 

また、インタフェースケーブルの取り扱い、および接続について

は、次の点をお守りください。 
 

・ケーブルを踏まない。 

・ケーブルの上にものを載せない。 

・ケーブルの接続がゆるんだまま使用しない。 

・破損したケーブルを使用しない。 

・破損したケーブルコネクタを使用しない。 

・ネジ止めなどのロックを確実に行ってください。 
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指を挟まない 
ラックへの取り付け・取り外しの際にレールなどで指を挟まないよう

十分注意してください。 
 

ラックから引き出した状態にある装置に荷重をかけない 
ラックから引き出された状態にある装置の上から荷重をかけないでく

ださい。フレームが曲がり、ラックへ搭載できなくなります。また、

装置が落下し、けがをするおそれがあります。 
 

フィルタエレメントを持って装置の移動をしない。 
フィルタエレメントを持って装置の移動を行うとフィルタエレメント

が外れて装置が落下する危険性があります。 
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 お手入れに関する注意事項 
 

 
 自分で分解・修理・改造はしない 

本製品の分解や、修理・改造は絶対にしないでください。装置が正常

に動作しなくな 
るばかりでなく、感電や火災の危険があります。 
 
 
電源コードを差し込んだまま取り扱わない 
お手入れは、本製品の電源を OFFにして、電源プラグをコンセントか
ら抜いて行ってください。たとえ電源を OFFにしても、電源コードを
接続したまま装置内の部品に触ると感電するおそれがあります。 
 
また、電源プラグはときどき抜いて、乾いた布でほこりやゴミをよく

ふき取ってください。ほこりがたまったままで、水滴などが付くと発

熱し、火災の原因となるおそれがあります。 
 

 

 
 

中途半端に取り付けない 
電源コードやインタフェースケーブルは確実に取り付けてください。

中途半端に取り付けると接触不良を起こし、発煙や発火の原因となる

おそれがあります。 
 
壊れた液晶ディスプレイには触れない 
液晶ディスプレイ内には人体に有害な液体があります。壊れた液晶デ

ィスプレイから流れ出た液体が、万一、口に入った場合は、すぐうが

いをして医師に相談してください。また、皮膚に付着したり、目に入

った場合には、すぐに流水で１５分以上洗浄して医師に相談してくだ

さい。分別廃棄のために液晶ディスプレイを取り外す場合は、販売店

または保守サービス会社にお問い合わせください。 
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 運用上の注意事項 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

装置内部に手を入れない 
装置内部に手を入れないでください。手を挟まれたり、巻き込まれた

りして、けがをするおそれがあります。 
 
巻き込み注意 
本製品の動作中は背面にある冷却用ファンの部分に手や髪の毛を近づ

けないでください。手をはさまれたり、髪の毛が巻き込まれたりして

けがをするおそれがあります。 
 
雷がなったら触らない 
雷が発生しそうなときは電源プラグをコンセントから抜いてくださ

い。また電源プラグを抜く前に、雷が鳴りだしたら、ケーブル類も含

めて装置には触れないでください。火災や感電の原因となります。 
 
ペットを近づけない 
本製品にペットなどの生き物を近づけないでください。排泄物や体毛

が装置内部に入って火災や感電の原因となります。 
 
近くで携帯電話や PHS、ポケットベルを使わない 
本製品のそばでは携帯電話やＰＨＳ、ポケットベルの電源を OFFにし
ておいてください。電波による誤作動の原因となります。 
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警告ラベルについて 
 

本製品内の危険性を秘める部品やその周辺には警告ラベルが貼り付けられています。これ

は本製品を操作する際、考えられる危険性を常にお客様に意識していただくためのもので

す（ラベルをはがしたり、汚したりしないでください）。もし、このラベルが貼り付けられ

ていない、はがれかかっている、汚れているなどして判読できないときは、販売店にご連

絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図Ⅰ ラベル①      図Ⅱ ラベル②        図Ⅲ ラベル③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅳ N8160-60A LTO 集合型（ラックマウント用）ラベル貼付位置 

 

 
 
 
 
 

① 
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③（このラベルは両面に
   貼ってあります） 
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本ユーザーズガイドの構成について 
 
本ユーザーズガイドの構成と各章の概略について説明します。 
 

第１章 LTO集合型（ラックマウント用）について 
 

本製品の特長、各部の名称、ならびに梱包内容について説明します。また、取り扱い

や保管の際の注意事項が記載されています（装置を安全に取り扱うための注意事項に

ついては巻頭の説明をご覧ください）。 
 

第２章 セットアップ 
 

本製品を本体装置と接続して、使用できる状態にするまでの手順について順を追って

説明します。 
 

第３章 使用方法 
 

オートローダの操作、フロントパネルのメニュー構造やデータカートリッジをセット

する方法について説明します。 
 

第４章 カートリッジテープの取り扱い 
 

本製品で使用するデータカートリッジの取り扱い方法、および取り扱い上の注意事項

について説明します。 
 

第５章 日常の保守 
 

常にベストな状態で本製品を使用するためのクリーニングの方法や装置の移動・保管

の際の注意事項について説明します。 
 

第６章 故障および異常時の対処 
 

本製品が正しく動作しなくなったときは、故障を疑う前にまずこの章で説明している

内容について確認してください。 
 

付録Ａ 仕様 
 

本製品とデータカートリッジの仕様を記載します。 
 

付録Ｂ 別売品および消耗品 
 

別売品および消耗品について記載します。 
 

付録Ｃ エラーコード 
 

LCDに表示されるエラーコード、および処置方法について記載します。 
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本文中の記号について 
 
 
本文中では、次の記号を使って運用上の注意やヒントを示しています（安全上の注意事項

に関する記号については巻頭の説明をご覧ください）。 
 
 

重要  

装置の取り扱いや、ソフトウェアの操作で守らなければならない事柄や特に注

意すべき点を示します。 
 
 

ヒント  

知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 
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第１章 LTO 集合型（ラックマウント用）について 
 
 
N8160-60Ａ LTO 集合型（ラックマウント用）の取り付けや、取り扱いをする前に知ってお
いていただきたいことについて説明します。 
 
 

1.1 LTO 集合型（ラックマウント用）の概要 
 
 

■ 本製品は、データの書き込み・読み取りを行うテープドライブ（1台）とデータ 
  カートリッジを格納・搬送するロボット機構（最大 10巻格納可能）を内蔵してい

る集合 LTO装置です。 
 
■ 本製品は Ultrium3 WORM（Write-Once Read-Many）メディアをサポートしてい
ます。WORM は一度記録したデータの上書き、消去ができない仕様になっており
ます。 
 

■ 本製品は、Ultra160 LVDの SCSIインターフェースを有しており、1つの SCSIバ
ス上で 2つの異なる IDを持った装置として動作します。 

 
 

■ 本製品が非圧縮モードで動作するときの最大転送速度（読み込み／書き込み時）   
  は 80MB／秒です。＊ 

 
■ カートリッジテープに記憶できるデータ量は、非圧縮モード時で最大 400GB、 
  圧縮モード時で 800GB（圧縮率 2倍時）です。本製品の場合、10巻の LTOデ 
  ータカートリッジに非圧縮モードで最大４TB、圧縮モードで最大８TB（圧縮率 
  2倍時）の情報を記憶できます。＊ 

 
■ 本製品をラックに搭載するには、別売の「N8160-55 LTO 集合型ラックマウント
搭載キット」が必要です。ラックには、5U 分の空きスペースが必要です。1 キッ
トのみで 2台搭載することができます。 

 
■ 本製品を外付型にするには、別売の「N8160-54 LTO 集合型タワーコンバージョ

ンキット」が必要です。 
 
 
 ＊：接続しているサーバのシステム環境およびデータの種類により変化します。 
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1.2 各部の名称と機能 
 
 
 本製品の各部の名称と機能について説明します。 
 

1.2.1 装置前面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-1 装置前面 
 
 

① フロントドア 
 

異物の侵入を防ぐためのドアです。電源が ONの状態のとき、本体付属のドアロッ
ク・キーでドアロックを解除し、ドアを開けてください。 

 
② キー・ロック 

 
本体付属のドアロック・キーでフロントドアをロックします。 
押しながら右に 90 ﾟ回転させるとロックが解除できます。 
通常はドアをロックした状態でご使用ください。 

 
 
 
             
            ドアロック      ドアオープン 
 
 
 

①   ② 

   ⑤

⑦ 

  ③     ④

   ⑥
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③ 電源スイッチ 
 

本製品の電源を ON／OFFするスイッチです。 
右側（｜）へ倒すと電源が ONになり、左側「○」へ倒すと OFFになります。 
 

④ 液晶ディスプレイ 
 

10キャラクタ、2ラインおよび 11アイコンキャラクタから構成される液晶ディス
プレイ（LCD : Liquid Crystal Display）です。本製品の状態、メニューおよびエラ
ー情報を表示します。 

 
⑤ アラーム・LED 

 
本製品に何らかの異常が発生した場合、点灯状態（レッド）となります。 
ローラーのクリーニング要求発生時に点滅します。 

 
⑥ パワー・LED 

 
電源が投入され、電源スイッチが ON 状態で点灯（グリーン）し、OFF 状態で消
灯します。 

 
⑦ パネルキー 

 
 ・   キー（矢印キー）  ： メニューを順送りします。 
 
・   キー（矢印キー）  ： メニューを逆送りします。 

 
 ・ENTERキー  ： 表示されているメニューまたは操作コマンドを確定し、 
           実行します。 

 
      ・ESCAPEキー ： 選択したコマンドの実行をキャンセル、または選択した 
              メニューの前画面に戻ります。 
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1.2.2 装置背面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-2 装置背面 
 
 

① ＡＣ電源コネクタ 
 

本製品に電源を供給するコネクタです。 
本体付属のＡＣ電源ケーブルを差し込みます。 

 
② SCSIコネクタ 

 
本製品を制御する SCSIインターフェースを接続するコネクタです。 
本体装置などの SCSIケーブルを接続します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ①   ②
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1.2.3 液晶ディスプレイ 
 

ディスプレイは、本製品の状態、メニューおよびエラー情報を示す液晶ディスプレイ

（LCD : Liquid Crystal Display）です。ディスプレイは 2行から成り、各行には 10文字
まで表示できます。 

 
11 個のアイコンキャラクタは、マガジンおよび固定スロット内にカートリッジが格納
されている場合、その格納されているスロット番号のアイコンが点灯します。また、本

体付属のドアロック・キーによりフロントドアをロックすると、錠マークが点灯します。

ドアロックを解除すると消灯します。 
 
 

 
図 1-3 液晶ディスプレイ（LCD）構成 
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1.3 取り扱い上の注意 
 
 
 本製品を正しく動作させるために次の注意事項を守ってください。 
  

1.3.1 本体について 
 

● 本製品背面には冷却ファンが取り付けられています。ファンをふさいだり、風通し

の悪い場所では使用しないでください。また、本製品を極端に高温な場所、温度変

化の激しい場所などで保管および使用しないでください。 
 
● 本製品は精密な電子部品でできています。衝撃を加えたり、振動の加わる場所で保

管および使用したりしないでください。 
 

● 薬品の蒸気が発散している空気中や薬品に触れる場所で保管および使用しないでく

ださい。 
 

● 本製品に電源を入れたまま移動および輸送をしないでください。 
 

● 本製品の上に重いものを置いた状態で保管および使用しないでください。 
 

● 本製品が動作している間は電源を OFFにしないでください。 
 

● 本製品仕様カートリッジ以外のものをマガジンに入れないでください。 
 
 
 

1.3.2 カートリッジについて 
 

● データカートリッジは弊社製 LTO DATA CARTRIDGE(N8152-05/06/07、
EF-2427/2432/2433)をご使用ください。弊社以外のデータカートリッジを使用する
とリード／ライトエラーの原因となることがあります。 

 
● クリーニングカートリッジは弊社製 LTO CLEANING CARTRIDGE (EF-3237Q)をご
使用ください。 

 
● その他の注意事項については第 4章を参照してください。 

 
 

1.4 第三者への譲渡について 
 

 本製品または本製品に添付されているものを第三者に譲渡（または売却）するときは、
次の注意事項を守ってください。 

 
 本製品本体について 

本製品を第三者へ譲渡（または売却）する場合は、本書を一緒にお渡しください。 
 
 その他の付属品について 
 その他の付属品もセットアップするときなどに必要となりますので、一緒にお渡しく 
 ださい。 
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1.5 消耗品・装置の廃棄について 
 
 本製品、梱包資材、およびカートリッジの廃棄については各自治体の廃棄ルールに従っ

てください。なお、装置添付の電源ケーブルにつきましても他装置への転用を防ぐた

め、本体と一緒に廃棄してください。詳しくは、各自治体へお問い合わせください。 
 

 
 

この装置に貼付されている WEEE 指令シンボルは日本国内
では適用されません。 
WEEE指令：廃電気電子機器指令 

 
 

重要  

テープ内のデータについて 
 
使用していたテープに保存されている大切なデータ（例えば経営情報や企

業の経理情報など）が第三者へ漏洩することのないように、お客様の責任

において確実に処分してください。 
このようなトラブルを回避するために使用しているバックアップソフトで

データを完全に消去し、確実にデータを処分することを強くおすすめしま

す。データの消去についての詳細はバックアップソフトの取扱説明書をご

参照ください。 
なお、データの処分をしないまま廃棄し、大切なデータが漏洩された場合、

その責任は負いかねます。 
 
 

1.6 装置寿命について 
 
 本製品の装置寿命は 5年です。 
 
 

1.7 保証について 
 
 本製品には「保証書」が添付されています。「保証書」は販売店で所定事項を記入し 
 てお渡ししますので、記載内容を確認のうえ、大切に保管してください。保証期間中 
 に故障が発生した場合は、「保証書」の記載内容にもとづき無料修理いたします。詳 
 しくは「保証書」をご覧ください。 
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1.8 梱包箱の中身 
 
 
次のものがすべて揃っていることを確認してください。万一、足りないものや、破損し

ているものがある場合には、お買い求めの販売店までご連絡ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-4 N8160-60Ａ 梱包箱の中身 
 
*1：N8160-54 LTO集合型タワーコンバージョンキット、または N8160-55 LTO集合型 
  ラックマウント搭載キット使用時に必要となります。使用方法は上記組立説明書、ま 
  たは取付説明書を参照ください。 
*2：N8160-55 LTO集合型ラックマウント搭載キット使用時に必要となります。使用方法 
  は上記組立説明書を参照ください。 

ドアロック・キー 
  （２個） 

電子ロック解除キー 
  （１個） 

装置本体 

保証書 

ユーザガイド(本ユ
ーザーズガイド)

終端抵抗コネクタ 
ＡＣ電源ケーブル 

（５ｍ） 

クリーニングカートリッジ 

N8160-60Ａ LTO集合型（ラックマウント用）

ローラークリーナーセット 

ダクトホース*2 

フィルターエレメント*1 

ご使用前の準備について  ローラークリーニング 

実施についてのお願い 
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重要  

・箱と緩衝材は装置の移動時や保管時に使用しますので、大切に保管して 
 おいてください。 
・本製品には、データカートリッジは含まれておりません。販売店で別途購入

してください（付録 Aおよび Bをご参照ください）。 
・本製品を譲渡する場合には、必ず本ユーザガイドを併せて譲渡してください。

・「保証書」は販売店で所定事項を記入してお渡しします。記載内容を確認の 

 上、大切に保管してください。保証期間中に故障した場合は、「保証書」の 

 記載内容に基づき無料修理いたします。 
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第２章 セットアップ 
 
 
本製品を本体装置に接続する手順について説明します。 
 

2.1 SCSIケーブルの接続 
 
 

本製品と本体装置（または他の SCSI機器）を SCSIケーブルで接続します。本製品
の SCSIコネクタは装置背面にあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-1 SCSIケーブルの接続 
 
 

本製品で SCSI接続が終わる場合（左側のコネクタ J1から別の機器に接続しない場
合）は、本体付属の終端抵抗コネクタを必ず取り付けます。終端抵抗コネクタを取

り付けていないと、接続しているすべての SCSI機器が正しく動作しません。 
 
本製品を中継して他の SCSI 機器へ接続する場合は、左側のコネクタ J1 から他の
SCSI 機器へ接続した後、SCSI ケーブル接続で最遠端に位置する SCSI 機器に必ず
終端抵抗コネクタを取り付けてください。 
 
本体装置および SCSI機器への接続方法については、本体装置および SCSI機器に添
付のマニュアルを参照してください。 
尚、SCSIケーブルは別売品です。本製品や接続する機器のコネクタや SCSIインタ
ーフェース仕様に合った SCSIケーブルを別途お買い求めください。 

 
重要  

ケーブルの接続を終えたら、接続にゆがみがないことを確認してください。

SCSI ケーブルのコネクタには接続を固定するためにネジが付いています。ネ
ジで確実に固定されていることを確認してください。 

 

本体装置から_ 

付属の終端抵抗コネクタ 

次の SCSI機器へ 



－11－ 

2.2 AC電源ケーブルの接続 
 
 
信号ケーブルや終端コネクタの接続を完了したら、電源スイッチが OFF（「○」側に
倒れた状態）になっていることを確認してください。 
 
スイッチの OFF状態を確認後、本体付属の AC電源ケーブルを本製品の AC電源コ
ネクタに差し込みます。プラグが完全に差し込まれていることを確認してください。 
 

 
 
 

2.3 電源 ONとセルフテスト 
 
 

本製品の電源を ONにすると、セルフテストを実行します。 
 
 

１ 本製品前面にある電源スイッチを右側（｜）へ倒して、電源を入れます。 
 

２ 電源を投入すると「パワーLED」がグリーンに点灯し、セルフテスト開始し 
  ます。 

 
３ セルフテストが正常に終了すると、液晶ディスプレイの上段に「READY」 
  と「DRV empty」が交互に表示されます。 

 
 
 

2.4 SCSI IDの設定 
 
 

本製品の SCSI IDが、本体装置や他の SCSI 機器と重複していないことを確認して
ください。（工場出荷時、本製品の SCSI IDは以下のように設定されています。） 
設定されている SCSI IDを確認する方法と、必要に応じてそれを変更するときの方
法については、「項 3.6 SCSI IDを設定する」をご覧ください。 

 
 

重要  

オートローダとテープドライブはそれぞれ独自の SCSI IDを持たなければなり
ません。本製品は、テープドライブとオートローダの IDを重複できない仕様に
なっています。同一 SCSIバス上にある他の SCSI機器の IDが、テープドライ
ブ、およびオートローダの IDと重複していないことを確認してください。 

 
 

工場出荷時の SCSI ID  ● テープドライブ  ： (1) 
            ● オートローダ   ： (0) 
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2.5 システムの起動と終了 
 
 

SCSI ID の設定が終わったら、本体装置および他の装置等の電源を ON にして、シ
ステムを起動します。 
 
システムを起動するときは、本製品（ならびに本体装置に接続している周辺機器）、

本体装置の順に電源を ONにして、システムを起動します。 
 
 

重要  

システムの起動前にデータカートリッジをテープドライブにロードすると、デ

ータカートリッジに記録されたデータの読み込み／書き込みが正常に行われな

いときがあります。 

 
 
システムを終了するときは、本体装置、本製品（ならびに本体装置に接続している

周辺機器）の順に電源を OFFにして、システムを終了してください。 
 
 

重要  

● システムを終了する前に、ご使用のパックアップ・アプリケーション上や、

LCD のメッセージ等によりデータカートリッジがテープドライブにロー
ドされていないことを確認してください。データカートリッジがテープド

ライブにロードされたままシステムを終了すると、この次にシステムを起

動したとき、データカートリッジに記録されたデータの読み込み／書き込

みに失敗したり、データカートリッジや本製品の故障の原因となることが

あります。 
 

● 本製品が動作している間はシステムの終了、および再起動をしないでくだ

さい。システムの終了、または再起動をするときは、本製品が停止してい

ることを確認した後に行ってください。 
 

● UPS接続している場合は、本体装置と本製品の ACケーブルを同一の UPS
へ接続してください。 
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第３章 使用方法 
 
 
本製品を日常使用する上で知っておいていただきたい操作方法や液晶ディスプレイの表示に

ついて説明します。 
 

3.1 マガジンの取り出し 
 
 
 マガジンを本製品から取り出しには、次の手順で行います。 
 
 １ 本製品の電源が ONになっていることを確認してください。 
 
 ２ 本体付属のドアロック・キーを用いてドアロックを解除し、フロントドアを開け 
   てください。 
 

ヒント  

本製品は、ドアロック・キーでドアロックを解除した後、10秒以内にフロント
ドアを開けないと、再び電子ロック動作が働くように設計されています。再ロ

ックしてしまったときは、同様の手順にてドアロックを解除し、10秒以内にフ
ロントドアを開けてください。 

 
３ 左下にある（フロントドア内側に貼付の図をご参照ください）ロックレバーを下 
  に押し、マガジンのロックを解除してください。 

 
ヒント  

フロントドア裏面に、マガジン取り出し／挿入の操作方法が図示されています

ので、作業の際にご覧ください。 

 
 ４ 手前に出てきたマガジンを引き抜いてください。マガジンが手前に出てこない 

場合には、ロックレバーを下に押しながらマガジンを引き抜いてく 
 ださい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-1 ロックレバー 
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重要  

● マガジンを取り出す際は、ドライブにカートリッジが残っていないことを

確認してください。 
 

● マガジンの取り出しは、バックアップソフトのサービスが動作していない

ときにのみ行ってください。バックアップソフトのサービスが動作してい

るときに行うとバックアップソフトにエラーが発生する場合があります。

 
 

3.2 マガジンの挿入 
 
 
 マガジンを本製品に挿入するには、次の手順で行います。 
 
 １ 本製品の電源が ONになっていることを確認してください。 
 
 ２ 本体付属のドアロック・キーを用いてドアロックを解除し、フロントドアを開け 
   てください。 
 

ヒント  

本製品は、ドアロック・キーでドアロックを解除した後、10秒以内にフロント
ドアを開けないと、再び電子ロック動作が働くように設計されています。再ロ

ックしてしまったときは、同様の手順にてドアロックを解除し、10秒以内にフ
ロントドアを開けてください。 

 
３ マガジンを図のようにセットし、マガジン前面にある PUSHマーク部分を「カチ 
  ッ」とロックされるまで奥に押し込んでください（図 3-2参照）。 

 
ヒント  

フロントドア裏面に、マガジン取り出し／挿入の操作方法が図示されています

ので、作業の際にご覧ください。 

 
 ４ フロントドアを閉め、本体付属のドアロック・キーを用いてロックしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-2 マガジンの挿入 
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3.3 カートリッジの挿入 
 

3.3.1 スロットの論理番号 
 

本製品では、マガジンおよび内部の固定スロットに対し、図 3-3のようにスロット論理
番号を割り当てています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-3 スロット論理番号 
 

3.3.2 マガジンへの挿入 
 
 マガジンには最大 7巻のカートリッジを挿入することができます。 
 カートリッジをマガジンに挿入するには、次の手順で行います。 
  
 １ マガジンに対して、正しい方向にカートリッジを挿入してください（図 3-4参照）。 
   （マガジン側面のラベルに挿入方向が記してあります。） 
 

 ２ カートリッジを奥まで挿入すると、「カチッ」というロック音がします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-4 カートリッジの挿入 
 

ヒント  

カートリッジを挿入するときは、必ず「カチッ」とロックするまで押し込んで

ください。カートリッジが正しくロックされないと、カートリッジがマガジン

から落下するおそれがあります。 

 

 

１

２

７

６

５

４

３

８

９

１０

 
 
     ＤＲＩＶＥ 

装置正面 装置背面 

（装置上面） 
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3.3.3 固定スロットへの挿入 
 
 装置内部の固定スロットには最大 3巻のカートリッジを挿入することができます。 
  

固定スロットへの挿入は、フロントのパネルキーの操作により、マガジンから固定スロ

ットへカートリッジを挿入してください。 
 このとき挿入できるのは、次のスロット間のみです。 
 
  ●挿入時のカートリッジ移動スロット 
 
       スロット 5  →  スロット 8 
       スロット 6  →  スロット 9 
       スロット 7  →  スロット 10 
 
 
 操作例 
 

マガジン内スロットナンバー5～7 のカートリッジを、固定スロット内スロットナンバ
ー8～10に挿入するときの操作手順およびディスプレイ表示を示します。 
詳しいパネル操作については、「項 3.5 パネルキーの操作」をご覧ください。 

 
 

操作１ 電源を投入し、電源投入テストが完了するのを待ちます。 

 表示 ： READYと DRV empty を交互に表示 
 

操作２ ENTERキーを押下します。 

 表示 ： STATUS   
 

操作３ 矢印キーを押下し、LOADコマンドを選択してください。 

 表示 ： LOAD 
 

操作４ ENTERキーを押下し、コマンドを確定してください。 

 表示 ： Load Drv? 
 

操作５ 矢印キーを押下し、Load Slt? を選択します。 

 表示 ： Load Slt? 
 

操作６ ENTERキーを押下し、コマンドを実行してください。 

 表示 ： Complete   （コマンド正常終了時） 
          Err. xxxxxx  （エラー発生時。xxxxxxはエラーコード）
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ヒント  

● パネルキー操作による挿入は、固定スロット内のスロットナンバー8～10 
  の全てのスロットが空きスロットの場合のみ有効となります。 
 
● パネルキー操作による挿入を実行すると、マガジン内のスロットナンバ 
  ー5～7に格納されているカートリッジ全てが固定スロットへ移動します。

 
 
 

3.4 カートリッジの取り出し 
 
 
 カートリッジの取り出し方法について説明します。 
 

3.4.1 マガジンからの取り出し 
 
 １ マガジン本体を押さえ、カートリッジ中央部を押してください。 
   「カチッ」という音がして、ロックが解除されます（図 3-5参照）。 
 
 ２ カートリッジを取り出してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-5 カートリッジの取り出し 
 
 

ヒント  

カートリッジを取り出す際、落下させないよう、カートリッジ中央部を押すと

きには指を添えてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



－18－ 

3.4.2 固定スロットからの取り出し 
 

操作１ 

 

固定スロット（スロットナンバー8～10）に格納されているカート
リッジを取り出します（このときカートリッジはマガジン内のスロ

ットナンバー5～7に移動します）。 
 

操作２ 
 

スロットナンバーの 5～7 が空きスロットであるマガジンを本体に
再挿入します。 

 
操作３ フロントドアをロックし、READY表示になるのを待ちます。 

 
操作４ ENTERキーを押下します。 

 表示 ： STATUS   
 

操作５ 矢印キーを押下し、EJECTコマンドを選択してください。 

 表示 ： EJECT 
 

操作６ ENTERキーを押下し、コマンドを確定してください。 

 表示 ： Eject Drv? 
 

操作７ 矢印キーを押下し、Eject Slt? を選択します。 

 表示 ： Eject Slt? 
 

操作８ ENTERキーを押下し、コマンドを実行してください。 

 表示 ： Complete   （コマンド正常終了時） 
          Err. xxxxxx （エラー発生時。xxxxxxはエラーコード）

 
操作９ 

 
必要なときにマガジンを取り出し、移動させたスロットナンバー5
～7のカートリッジを取り出してください。 

 
 
 

ヒント  

● パネルキー操作による取り出しは、マガジンスロット内スロットナンバ 
  ー5～7の全てのスロットが空きスロットの場合のみ有効となります。 
 
● パネルキー操作による取り出しを実行すると、固定スロット内スロットナ

  ンバー8～10に格納されているカートリッジ全てがマガジンへ移動します。
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3.5 パネルキーの操作 
 
 

3.5.1 フロントパネルスイッチ構成 
 
 フロントパネルを正面から見たスイッチの配置は次のようになっています。 
 

ESCAPE ENTER

 
図 3-6 スイッチ配置 

 
 

3.5.2 各スイッチの機能 
 
 各スイッチの機能は次のとおりです。 
 
 

・   キー（矢印キー）  ： メニューを順送りします。 
 
・   キー（矢印キー）  ： メニューを逆送りします。 

 
 ・ENTERキー  ： 表示されているメニューまたは操作コマンドを確定し、 
           実行します。 
 
・ESCAPEキー ： 選択したコマンドの実行をキャンセル、または選択した 

              メニューの前画面に戻ります。 
 
 

3.5.3 パネル操作手順 
 
 １ 本製品の電源スイッチを右側（｜）へ倒して、電源を入れます。 
 

２ 電源を投入するとパワーLEDがグリーンに点灯し、電源投入テストを開始します。 
 

３ 電源投入テストが終了すると、液晶ディスプレイに「READY」と表示されます。 
 
 ４ ENTERキーを押下し、メインメニューに入ります。 
 
 ５ 矢印キーを押下し、コマンドを選択します（メニューがスクロールします）。 
 
 ６ ENTERキーを押下し、選択したコマンドを確定します。 
 

７ オペレーションコマンドの体系（「項 3.5.4 メニューツリー」を参照してくだ 
  さい）に従い、上記５と６を繰り返して実行するコマンドを選択し、確定します。 
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 ８ この間、確定したコマンドを解除するには ESCAPEキーを押下します。 
   （ESCAPEキーを押下すると、1つ前のメニューに戻ります） 
 
 ９ ENTERキーを押下し、メニューを実行します。 
 
 
 操作例 
 
スロットナンバー7 に格納されているカートリッジをドライブにロードするときの操作手順
および液晶ディスプレイの表示を以下に示します。 
 
 

操作１ 電源を投入し、電源投入テストが完了するのを待ちます。 

 表示 ： READYと DRV emptyを交互に表示 
 
 

操作２ ENTERキーを押下します。 

 表示 ： STATUS 
 
 

操作３ 矢印キーを押下し、LOADコマンドを選択してください。 

 表示 ： LOAD 
 
 

操作４ ENTERキーを押下し、コマンドを確定してください。 

 表示 ： Load Drv? 
 
 

操作５ ENTERキーを押下し、確定してください。 

 表示 ： Frm Slt 1? 
 
 

操作６ 矢印キーを押下してスロット 7を選択します。 

 表示 ： Frm Slt 7? 
 
 

操作７ ENTERスイッチを押下し、コマンドを実行してください。 

 表示 ： Complete   （コマンド正常終了時） 
          Err. xxxxxx （エラー発生時。xxxxxxはエラーコード）
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3.5.4 メニューツリー 
 

1 メインメニュー 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-7 メインメニュー 
 
 

2 各メニューコマンド 
 

1) STATUS（各種ステータスを確認することができます。） 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-8 STATUSメニュー 
 
 

2) EJECT（ドライブからカートリッジをイジェクトし、空いているスロットにカート
リッジを格納します。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-9 EJECTメニュー 
 

重要   

バックアップ・ソフトウェアによりバックアップ実行中、またはリストア実行

中は、パネル操作による「EJECT 操作」を実行しないでください。実行中の
JOBが異常終了する原因となります。また、バックアップソフトのサービスが
動作しているときに行うとバックアップソフトにエラーが発生する場合があり

ます 
 
 
 
 
 
 

To Slt 1? To Slt10?

Eject Drv? Eject Slt?

EJECT

Slot 1? Slot 10? Drive? Magazine? 

STATUS

STATUS EJECT UNLOCK LOAD SCSI ID MAINTENANC 

READY
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3) UNLOCK（フロントドアのソフトウェア・キーロックを解除します。） 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-10 UNLOCKメニュー 
 
 

4) LOAD（任意のスロットからドライブへカートリッジをロードできます。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-11 LOADメニュー 
 
 

5) SCSI ID（ドライブとオートローダの SCSI IDの設定、変更、確認ができます。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-12 SCSI IDメニュー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Unlock？

UNLOCK

Frm Slt 1? Frm Slt10?

Load Drv? Load Slt?

LOAD

View ID?

Lib.ID 0 ? Lib.ID 15?

Lib.ID?

Drv.ID 0 ? Drv.ID 15? 

Drv.ID?

Set ID?

SCSI ID
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6) MAINTENANC（ローラークリーニング等ができます。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                           パスワード：0000000000 
 

 
 

TAPE LOG   :ドライブへのテープロード回数を表示します。 
 

CLEAN ROL :ローラークリーニングを実行します。（詳細は５章参照） 
 

RCLN MODE :ローラークリーニングの機能の設定、確認ができます。（詳細は５章参照） 
 

Revision   :ドライブ/ローダーのファームウェアレビジョンが確認できます。 
 
      UNLOAD   :ドライブ内のカートりッジをアンロードすることができます。 
 
   MOVE TIME  :アプリケーションに適したソフトタイムアウト時間（最大 Move処理時間） 
          の設定、確認ができます。デフォルトの MOVE TIME値は１０分です。 
 
 
 
                          図 3-13 MAINTENANCメニュー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

View? Set?

Max. 1min? Max. 10min?Max. 5min? Max. 15min? Max. 20min?

MAINTENANC

CLEAN ROL? RCLN MODE? Revision? 

View? Set? Lib.Rev.? Drv.Rev.?

UNLOAD?MOVE TIME? TAPE LOG? 

Load Cnt? 

Disable? RtyCnt 15? RtyCnt 25? RtyCnt 35? RtyCnt 45?
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3.6 SCSI IDを設定する 
 
 
接続する本体装置などの SCSIデバイスに合わせて、本製品の SCSI IDを設定します。 
本製品では、初期値として工場出荷時に次の SCSI IDが割り当てられています。 
 
 
 工場出荷時の SCSI ID ● テープドライブ ： (1) 
            ● オートローダ  ： (0) 
 
 

重要  

オートローダとテープドライブはそれぞれ独自の SCSI IDを持たなければなり
ません。本製品は、テープドライブとオートローダの IDを重複できない仕様に
なっています。同一 SCSIバス上にある他の SCSI機器の IDが、テープドライ
ブ、およびオートローダの IDと重複していないことを確認してください。 

 
 
 SCSI IDの確認および変更方法について説明します。 
 
 

3.6.1 SCSI IDの確認 
 

操作１ 電源を投入し、電源投入テストが完了するのを待ちます。 

 表示 ： READYと DRV emptyを交互に表示 
 

操作２ ENTERキーを押下します。 

 表示 ： STATUS 
 

操作３ 矢印キーを押下し、SCSI IDを選択してください。 

 表示 ： SCSI ID 
 

操作４ ENTERスイッチを押下して確定してください。 

 表示 ： View ID? 
 

操作５ ENTERスイッチを押下して確定してください。 

 表示 ： L.0  D.1 
 
 

ヒント  

SCSI IDの確認のとき、オートローダは「Ｌ」、テープドライブは「Ｄ」と表示
されます。 
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3.6.2 SCSI IDの変更 
 
 操作例１  
 

オートローダの SCSI IDを 0から 1に変更するときの操作手順および液晶ディスプレ
イの表示を以下に示します。 

 
操作１ 電源を ONにし、電源投入テストが完了するのを待ちます。 

 表示 ： READYと DRV emptyを交互に表示 
 

操作２ ENTERキーを押下します。 

 表示 ： STATUS 
 

操作３ 矢印キーを押下し、SCSI IDを選択してください。 

 表示 ： SCSI ID 
 

操作４ ENTERキーを押下して確定してください。 

 表示 ： View ID? 
 

操作５ 矢印キーを押下して Set ID?を選択します。 

 表示 ： Set ID? 
 

操作６ ENTERキーを押下して確定してください。 

 表示 ： Lib.ID? 
 

操作７ ENTERキーを押下して確定してください。 

 表示 ： Lib.ID 0 ? 
 

操作８ 矢印キーを押下して Lib.ID 1 ?を選択します。 

 表示 ： Lib.ID 1 ? 
 

操作９ ENTERキーを押下し、確定してください。 

 表示 ： Complete 
 

操作１０ 本製品の電源スイッチを OFFにしてください。 
 

操作１１ 再度、本製品の電源を ONにしてください。 
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操作１２ 電源投入テストが完了するのを待ちます。 

 表示 ： READYと DRV emptyを交互に表示 
 

操作１３ READYの表示を確認した後、本体装置および 

 他の装置の電源を ONにして、システムを再起動します。 
 

ヒント   

SCSI IDの変更のとき、オートローダは「Lib.」、テープドライブは「Ｄrv.」と
表示されます。 

 
重要   

本製品の SCSI IDを変更したときは、必ず本製品および本体装置等の再起動を
実行してください。尚、本体装置等については、本製品の「READY」表示を確
認した後、再起動を実行してください。 

 
ヒント   

電源の投入順序については「項 2.4 システムの起動と終了」を参照してくだ
さい。 

 
 
 操作例 2  
 

テープドライブの SCSI IDを 1から 5に変更するときの操作手順および液晶ディスプ
レイの表示を以下に示します。 

 
操作１ 電源を投入し、電源投入テストが完了するのを待ちます。 

 表示 ： READYと DRV emptyを交互に表示 
 

操作２ ENTERキーを押下します。 

 表示 ： STATUS 
 

操作３ 矢印キーを押下し、SCSI IDを選択してください。 

 表示 ： SCSI ID 
 

操作４ ENTERキーを押下して確定してください。 

 表示 ： View ID? 
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操作５ 矢印キーを押下して Set ID?を選択します。 

 表示 ： Set ID? 
 

操作６ ENTERキーを押下して確定してください。 

 表示 ： Lib.ID? 
 

操作７ 矢印キーを押下して、Drv ID?を選択してください。 

 表示 ： Drv.ID? 
 

操作８ ENTERキーを押下して確定してください。 

 表示 ： Drv.ID 0 ? 
 

操作９ 矢印キーを押下して Drv.ID 5 ?を選択します。 

 表示 ： Drv.ID 5? 
 

操作１０ ENTERキーを押下し、確定してください。 

 表示 ： Complete 
 

操作１１ 本製品の電源スイッチを OFFにしてください。 
 

操作１２ 再度、本製品の電源を ONにしてください。 
 

操作１３ 電源投入テストが完了するのを待ちます。 

 表示 ： READYと DRV emptyを交互に表示 
 

操作１４ 
 

READYの表示を確認した後、本体装置および他の装置の電源を ON
にして、システムを再起動します。 

 
 

重要  

本製品の SCSI IDを変更したときは、必ず本製品および本体装置等の再起動を
実行してください。尚、本体装置は、本製品の「READY」表示を確認した後、
再起動を実行してください。 
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3.7 電子ロック解除キーの使い方 
 

重要  

ラック搭載装置の構成によっては上段の装置に隠れて、電子ロック解除キー挿

入口が見えない場合があります。そのような場合はハンドルブラケットの固定

ネジと装置背面の固定ネジを外して、装置を前方にスライドさせ以下の作業を

行ってください。 
 

本製品はキーによるドアロックと、ソレノイドによる電子ロックの 2重ロック構造です。
このため、電源が OFF の状態では電子ロックが働いているために、ドアを開けること
ができません。 
 
電源が OFF の状態、および停電等の緊急時にドアのロックを解除したいときは、次の
手順で電子ロックを解除してください。 

 
 

１ 通常通り、本体付属のドアロック・キーを差し込み、押しながら右に９０゜回転 
  させます。 

 
２ 本体付属の電子ロック解除キーを、装置上面の電子ロック解除キー挿入口（矢印 
  位置）へ差し込み、下へ軽く押しながらドアを開けてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-14 電子ロック解除キー・挿入口（前方にスライドさせた状態） 
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第４章 カートリッジテープの取り扱い 
 
 
本製品で使用するカートリッジテープの取り扱い方法や注意事項について説明します。 
カートリッジテープの挿入／取り出し方法、マガジンの取り付け／取り出し方法など本製品

の取り扱い方法については、第 3章を参照してください。 
 
 
 

4.1 カートリッジについて 
 
 
 本製品では次のカートリッジを使用します。 
 

● LTO DATA CARTRIDGE  N8152-06/05、EF-2432/2427/2424（以降、データカー
トリッジと表記） 

● LTO WORM CARTRIDGE N8152-07、EF-2433(以降、WORM型カートリッジと
表記) 

● LTO CLEANING CARTRIDGE EF-3237Q（以降、クリーニングカートリッジ と 表
記）  

 
本製品の信頼性を確実に保つため、上記以外のカートリッジは使用しないでください。 

 
 図 4-1にデータカートリッジ各部の名称を示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-1 カートリッジ各部の名称 
 
 
 
 
 

ライトプロテクトプラグ 

ラベル貼り付け位置 

挿入ガイド 
挿入方向マーク 

カートリッジ・ドア 
（図は開いた状態を示す）

リーダピン 
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4.1.1 データカートリッジ(N8152-06/05、EF-2432/2427/2424) 
 

データカートリッジには、1/2 インチの MP テープが入っています。データ容量は
N8152-06、EF-2432が 400GB、圧縮容量は 800GB（圧縮率 2倍時）、N8152-05、EF-2427
が 200GB、圧縮容量は 400GB（圧縮率 2倍時）EF-2424が 100GB、圧縮容量は 200GB
（圧縮率 2倍時）です。 
本製品では EF-2424はデータの読み出しのみ可能です。（書き込み不可） 

 
カートリッジ・ドアは、カートリッジがテープドライブの外に出ているときにテープ表

面が汚れるのを保護します。 
 

ライトプロテクタプラグは、データカートリッジにデータが書き込まれないようにしま

す。 
 

ラベル貼り付け位置は、ラベルを貼り付ける場所です。ラベルを貼る際には、へこんで

いるラベル貼付領域に収まるようにしてください。へこんでいる場所からラベルがはみ

でていると、内部のテープドライブでロードの問題が生じるおそれがあります。 
 

4.1.2 WORM型データカートリッジ(N8152-07、EF-2433） 
 
  このテープのデータ容量は 400GB、圧縮容量は 800GB（圧縮率 2倍時）です。 
テープへの書き込みでは追加書き込みはできますが、書き込んだデータの変更･削除は

できません。電子文書など重要なデータを変更されないよう保存するのに適していま

す。なお、本カートリッジを使用するためには、バックアップソフトの制限がありま

す。事前にご使用のバックアップソフトがWORMメディアに対応していることを確認
してください。 

 

4.1.3 クリーニングカートリッジ(EF-3237Q) 
 

テープドライブ内部にあるヘッドのクリーニングをするためのカートリッジです。ディ

スプレイに「REQ clean」と表示されたとき、このクリーニングカートリッジを使って
クリーニングをしてください。EF-3237Q は 50 回使用できます（但し、本製品以外で
使用したクリーニングカートリッジの場合、使用回数は 50 回を下回ることがありま
す。）。 
 
クリーニングの方法については、第 5章を参照してください。 
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4.2 ラベル 
 
 

データカートリッジの中にどのファイルがバックアップされているか、また、いつバッ

クアップをとったものかなどが一目でわかるよう、添付のラベルに必要事項を記入して

図 4-2のようにデータカートリッジに貼り付けておくことをお勧めします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-2 ラベル貼り付け位置 
 
 
 また、貼り付けるラベルについては次の注意事項を守ってください。 
 

□ データカートリッジの内容を表示するために用いるラベルは簡単に剥がすことが

でき、剥がした後に粘着物を残さないようなものを使用してください。 
 
□ 内容の表示を変更するときは、消しゴムで消さず、必ずラベルを貼り替えてくだ 
  さい（INDEXラベルは、データカートリッジに添付されています）。 

 
□ ラベルを貼るときは、指定の位置に確実に貼り、さらに取り替える場合は、古い  
  ラベルを取り除いてから新しいラベルを貼ってください。 

 
□ 添付の INDEX ラベル以外のものを使用する場合は、接着剤の残らないもので、大
きさのあったものを使用してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ラベル貼り付け位置 
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4.3 ライトプロテクト 
 
 

ライトプロテクトプラグにより、テープの内容を保護したり、上書きすることができま

す。一度書き込んだデータを消去したくないときには、書き込みできないよう設定して

ください。ライトプロテクトプラグの位置は同じですが、プラグに刻印されている表示

が異なる場合があります。詳しくはカートリッジ添付のユーザガイドを参照してくださ

い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   （プラグ表示例） 
 
 
 
 
 
 
 
        書き込み不可        書き込み可 
 
 
 
 
 
 
 
 
        書き込み不可        書き込み可 
 
 

図 4-3 ライトプロテクトプラグ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ライトプロテクトプラグ 
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4.4 取り扱い上の注意事項 
 
 
 データカートリッジを取り扱う際の注意事項について説明します。 
 

4.4.1 使用上の注意事項 
 

□ 使用する前 
 

・使用するデータカートリッジが破損していたり、変形したり、曲がっているとき

は使用しないでください。 
 
・カートリッジが使用環境条件以外の場所に置かれていたときは、使用の前に 24
時間を超えない範囲で使用環境以外に置かれていた時間以上、使用環境になじま

せてから使用してください。温度勾配は 10℃／時間です。 
  

□ マガジンおよび固定スロットへの挿入時 
 
データカートリッジを確実に挿入してください（詳しくは第 3章をご覧ください）。
データカートリッジを取り出した保護ケースは、しっかりと閉じ塵埃の少ない場所

で保管してください。 
 

□ 使用後 
 

使用済みのカートリッジは必ず保護ケースに入れて塵埃の少ない場所で保管して

ください。置き方は水平、垂直を問いません。 
 

□ 廃棄方法 
 
廃棄の際は、各自治体の廃棄方法に従ってください。 

 
 

4.4.2 一般的注意事項 
 

□ テープ自体（磁性面）に手を触れないでください。 
 

□ 磁気の発生するものを近づけないでください。 
 

□ 直射日光や暖房器具の近くには置かないでください。 
 

□ 強い衝撃を与えないでください。 
 

□ 飲食・喫煙をしながらの取り扱いは避けてください。また、シンナーやアルコール

などが付着しないように注意してください。 
 

□ 使用後は必ずケースに入れてください。 
 

□ マガジンへはていねいに挿入してください。 
 

□ データカートリッジは、ゴミやほこりを嫌う為、必ず保護ケースに入れて塵埃の少

ない場所で保管してください。置き方は水平、垂直を問いません。 
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4.4.3 使用禁止基準 
 

次のいずれかの項目に該当する場合は、そのカートリッジの継続使用を禁止し、新しい

データカートリッジに取り替える必要があります。 
 

□ 落下させるなどの強い衝撃を与え、データカートリッジが損傷を受けた場合 
 
□ 清涼飲料、コーヒー、紅茶などの液体、溶剤や金属粉、たばこの灰などで記録面が

汚れている場合 
 

ヒント  

上記に示すデータカートリッジを使用するとヘッドや装置を損傷したり、汚し

たりすることになり、装置の故障の原因となります。また、ヘッドの汚れや損

傷に気づかずに、そのまま新しいデータカートリッジを使用すると、新しいデ

ータカートリッジを汚したり、傷つけたりして被害を広げるおそれがあります。

 
 

4.4.4 寿命 
 

データカートリッジの寿命は使用頻度によっても異なりますが、以下を参考にしてくだ

さい（温度・湿度・塵埃等の使用環境によって、目安より短くなることがあります）。 
 

□ 新しいデータカートリッジを使用するときに、管理番号を割り当て、その番号をデ

ータカートリッジのラベルに記入しておくと良いでしょう。 
 

□ データカートリッジ管理番号台帳を作り、使用日を記録し、データカートリッジの

使用年数と使用回数を見積もります。 
 

□ 定期的にデータカートリッジの管理台帳と標識ラベルを調べ、手元にあるデータカ

ートリッジが長く使用され、書き込み読み取りエラーが発生したりして信頼性が低

い場合は、データカートリッジを廃棄処分にします。 
 
 

4.4.5 データカートリッジの保管について 
 

□ 決められた保管条件を守り、保管場所を常に清潔に保ってください。 
 

□ 書き込み禁止にしておくことをお勧めします。 
 

□ 長期間にわたって保管する場合は、常にバックアップデータが復旧可能であること

を確認するため、定期的にデータの読み出しを行うことをお勧めします。 
 

□ 万一の場合を想定してシステムから遠く離れた場所に保管しておくことをお勧め

します。 
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第５章 日常の保守 
 
 
本製品を常にベストな状態で使用できるようにするための保守の方法について説明します。 
 
 

 
 

本製品が万が一破損した場合、もしくは異音や異臭が生じた場

合には、回路部分のショートや感電を防止するためにも、 
すみやかに電源スイッチを OFF にして、本製品の電源コード
のプラグをコンセントから抜いてください。 

 
 

5.1 クリーニング 
 
 
 本製品および内部のヘッドをクリーニングする方法について説明します。 
 
 

5.1.1 ヘッドのクリーニング 
 

クリーニングは、テープ走行によって生じるゴミや使用環境のほこりによる磁気ヘッド

部分ヘッドの汚れを取り除く大切なものです。磁気ヘッド部分が汚れたまま書き込み／

読み取りなどを行うと正常に書き込み／読み取りができなくなる、データカートリッジ

の寿命が短くなる、テープ表面に傷が付き使用できなくなるなどの障害が発生します。 
 
ディスプレイに「REQ clean」と表示されたときは、次の「ヘッドクリーニング方法」
に従い、磁気ヘッドのクリーニングを実行してください。 
 

 
重要  

本製品のドライブ・ヘッドをクリーニングするときは、クリーニングカートリ

ッジ（EF-3237Q）を使用してください。他のクリーニングカートリッジは使
用しないでください。 

 
ヒント  

● クリーニングカートリッジ（EF-3237Q）は、50回使用できます（但し、
本製品以外で使用したクリーニングカートリッジの場合、使用回数は５０

回を下回ることがあります。）。 
 
● 使用回数を過ぎたクリーニングカートリッジは、新品または使用可能なク

  リーニングカートリッジと交換してください。 
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5.1.1.1 ヘッドクリーニング方法 
 

操作１ 本体付属のクリーニングカートリッジをいずれかの格納スロットに

 挿入します。本例ではスロット番号 5に格納します。 
 

操作２ パネルキーを操作し、クリーニングカートリッジをドライブにロー

 
ドしてください。（クリーニングが自動的に実行されます。） 
 

表示 ： Cleaning（クリーニング中に表示されます） 
 

操作３ クリーニングが終了すると DRV fullと表示されます。 

 表示 ： DRV full 
 

操作４ ESCAPEキーを 3回押下します。 

 表示 ： LOAD 
 

操作５ 矢印キーを押下し、EJECTコマンドを選択してください。 

 表示 ： EJECT 
 

操作６ ENTERキーを押下し、EJECTコマンドを確定してください。 

 表示 ： Eject Drv?  
 

操作７ ENTERキーを押下し、コマンドを確定してください。 

 表示 ： To Slt 1? 
 

操作８ 矢印キーを押下し、To Slt 5?を選択してください。 

 表示 ： To Slt 5? 
 

操作９ ENTERキーを押下し、コマンドを確定してください。 

 表示 ： Complete （コマンド正常終了時） 
          Err.xxxxxx （エラー発生時。xxxxxxはエラーコード）
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5.1.2 ローラーのクリーニング 
 
 
本製品はアラーム LEDの点滅と LCDへの"REQ CLNROL"表示によりローラーのクリー
ニングを要求する機能があります。 

 
重要  

ローラークリーニングは以下の場合に要求されます。 
・搬送系動作のリトライカウントが任意の値に達した。 
・通電時間が１年に達した。 
ローラーのクリーニングを実施することにより、要求はキャンセルされます。

ローラークリーニング要求はエラーではありませんので継続使用は可能です

が、できるだけ早い時期にクリーニングを実施するようにしてください。 
 
上記のように本製品は自動的にローラーのクリーニング時期を知らせます。この機能の

設定についての確認、変更は可能です。 
 
この機能の設定を確認、変更するにはメンテナンスモードに移行する必要があります。 

 
 

5.1.2.1 ローラークリーニング要求機能の確認 
 

ローラークリーニング要求機能の設定及び RtyCnt値を確認する方法を説明します。 
 

 デフォルト設定は有効です。 
 
 

操作１ 電源を投入し、電源投入テストが完了するのを待ちます。 

 表示 ： READYと DRV emptyを交互に表示 
 

操作２ ENTERキーを押下します。 

 表示 ： STATUS 
 

操作３ 矢印キーを押下し、MAINTENANCを選択してください。 

 表示 ： MAINTENANC 
 

操作４ ENTER キーを押下して、PASSWORD=0000000000 を入力してく
ださい。 

 表示（上段） ： PASSWORD 
表示（下段） ： 0000000000 

ヒント  

矢印キー（←，→）で数字が Up／Downします。さらに、ENTERキーで確定
すると次の桁に移行し、再度「0」が表示されます。誤った場合は ESCAPEキ
ーを押下し、最初から PASSWORDの入力を行います。 
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操作５ ENTERキーを押下し、設定した PASSWORD確定してください。

 表示（下段） ： CLEAN ROL? 

 
操作６ 矢印キーを押下し、RCLN MODE?を選択してください。 

 表示 ： RCLN MODE? 
 

操作７ ENTERキーを押下して確定してください。 

 表示（下段） ： View ? 
 

操作８ ENTERキーを押下して確定してください。 

 表示（下段） ： Disableまたは RtyCnt XX 
 
 

5.1.2.2 ローラークリーニング要求機能の無効設定 
 

ローラークリーニング要求機能を無効にしたい場合は以下のような手順で行ってく

ださい。 
 

重要  

通常のご使用ではデフォルト設定のままご使用ください。 

 
操作１ 電源を投入し、電源投入テストが完了するのを待ちます。 

 表示 ： READYと DRV emptyを交互に表示 
 

操作２ ENTERキーを押下します。 

 表示 ： STATUS 
 

操作３ 矢印キーを押下し、MAINTENANCを選択してください。 

 表示 ： MAINTENANC 
 

操作４ ENTER キーを押下して、PASSWORD=0000000000 を入力してく
ださい。 

 表示（上段） ： PASSWORD 
表示（下段） ： 0000000000 

 
ヒント  

矢印キー（←，→）で数字が Up／Downします。さらに、ENTERキーで確定
すると次の桁に移行し、再度「0」が表示されます。誤った場合は ESCAPEキ
ーを押下し、最初から PASSWORDの入力を行います。 
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操作５ ENTERキーを押下し、設定した PASSWORD確定してください。

 表示（下段） ： CLEAN ROL? 

 
操作６ 矢印キーを押下し、RCLN MODE?を選択してください。 

 表示 ： RCLN MODE? 
 

操作７ ENTERキーを押下して確定してください。 

 表示（下段） ： View ? 
 

操作８ 矢印キーを押下し、Set ?を選択してください。 

 表示（下段） ： Set ? 
 

操作９ ENTERキーを押下して確定してください。 

 表示（下段） ： Disable? 
 

操作１０ ENTERキーを押下して確定してください。 

 表示（下段） ： Complete 
 
 

5.1.2.3 RtyCnt値 
 

RtyCntの値はカートリッジ搬送動作のリトライ回数との比較値です。リトライ回数が
RtyCnt値を越えた場合、アラーム LEDの点滅と LCDへ"REQ CLNROL"の表示をし
ます。 

 
5.1.2.4 RtyCnt値の変更 

 
 

 デフォルトの RtyCnt値は 15です。 
 
 

以下に記載されている手順は RtyCnt 値（15,25,35,45と選択が可能です）を 
デフォルトの 15から 25へ変更する例です。 

 
 
操作例 

 
操作１ 電源を投入し、電源投入テストが完了するのを待ちます。 

 表示 ： READYと DRV emptyを交互に表示 
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操作２ ENTERキーを押下します。 

 表示 ： STATUS 

操作３ 矢印キーを押下し、MAINTENANCを選択してください。 

 表示 ： MAINTENANC 
 

操作４ ENTER キーを押下して、PASSWORD=0000000000 を入力してく
ださい。 

 表示（上段） ： PASSWORD 
表示（下段） ： 0000000000 

 
ヒント  

矢印キー（←，→）で数字が Up／Downします。さらに、ENTERキーで確定
すると次の桁に移行し、再度「0」が表示されます。誤った場合は ESCAPEキ
ーを押下し、最初から PASSWORDの入力を行います。 

 
操作５ ENTERキーを押下し、設定した PASSWORD確定してください。

 表示（下段） ： CLEAN ROL? 

 
操作６ 矢印キーを押下し、RCLN MODE?を選択してください。 

 表示 ： RCLN MODE? 
 

操作７ ENTERキーを押下して確定してください。 

 表示（下段） ： View ? 
 

操作８ 矢印キーを押下し、Set ?を選択してください。 

 表示（下段） ： Set ? 
 

操作９ ENTERキーを押下して確定してください。 

 表示（下段） ： Disable? 
 

操作１０ 矢印キーを押下し、RtyCnt 25?を選択してください。 

 表示（下段） ： RtyCnt 25? 
 

操作１１ ENTERキーを押下して確定してください。 

 表示（下段） ： Complete 
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LCD表示 
「READY」

5.1.2.5 ローラーのクリーニング方法 
 

5.1.2.5.1 実施時期 
 

実施は以下時期に行ってください。 
 

重要  

クリーニングを開始する前に、ご使用のバックアップ・ソフトウェアによりバ

ックアップ実行中、またはリストア実行中に以下の作業を実施した場合には、

実行中のジョブが異常終了することがあります。必ず、ジョブが停止している

ことを確認してください。 

 
（１）予防保守のとき 

 

少なくとも 6ヶ月に 1回定期的に実施してください。 
 

（２）ローラーのクリーニング要求が発生したとき 
 

アラーム LEDの点滅と LCDへの"REQ CLNROL"表示によりローラーのクリー
ニングを要求する。 

 
（３）「CMerエラー」が発生したとき 

 

ローラーの汚れによる場合はローラーのクリーニングにより回復できる可能性

があります。以下の手順でエラー復旧させ、クリーニングを行ってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「REQ.RESET」が表示されたらドアロックキー
を「閉」位置に回し、本体の“ESCAPE” 
キーと“ENTER”キーを同時に３秒以上 

押し続けて離す。 

１． フロントドアを開け、電源

を OFFにする。 
２． マガジンを取り出し、カー

トリッジを全て取り出す。

３． マガジンを元に戻し、フロ

ントドアを閉める。 
４． 本体電源を ON し、LCD

に「READY」と表示され
るのを確認する。 

YES 

本体付属のドアロックキーを差し込み、押しながら

ドアロックキーを「開」位置に回す。 

NO

次項からの手順にしたがって、 
ローラーのクリーニングを実施する。 
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5.1.2.5.2 ツールの準備 

 
作業を始める前に、次のものをご用意ください。 
 

● ローラークリーナーセット（本製品添付品） 
● 作業用手袋（必要に応じて使用してください） 
● 水道水（ローラークリーナセットの容器を利用してください） 
● 静電対策用リストバンド*１ 

    

  *1：ご用意できる場合には、ご使用することを推奨します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-1 ローラークリーナーセット 
 

本セットを購入する場合は付録Ｂの消耗品を参照。 
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5.1.2.5.3 メンテナンスモードへ移行 
 

カートリッジ搬送を行うトランスポータ内部のローラーのクリーニングを実施する

には、まず本製品を通常のモードからメンテナンスモードへ移行させる必要があり

ます。 
 

操作１ 電源を投入し、電源投入テストが完了するのを待ちます。 

 表示 ： READYと DRV emptyを交互に表示 
 
 

操作２ ENTERキーを押下します。 

 表示 ： STATUS 
 
 

操作３ 矢印キーを押下し、MAINTENANCを選択してください。 

 表示 ： MAINTENANC 
 
 

操作４ ENTER キーを押下して、PASSWORD=0000000000 を入力してく
ださい。 

 表示（上段） ： PASSWORD 
表示（下段） ： 0000000000 

 
 

ヒント   

矢印キー（←，→）で数字が Up／Downします。さらに、ENTERキーで確定
すると次の桁に移行し、再度「0」が表示されます。誤った場合は ESCAPEキ
ーを押下し、最初から PASSWORDの入力を行います。 

 
ヒント   

誤った PASSWORDを入力すると、次のように表示されます。. 
 
   表示（上段）: PASSWORD 
   表示（下段）: invalid 
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5.1.2.5.4 ローラーのクリーニングモードを設定する 
 

操作 1 

 

本製品がメンテナンスモードに設定されていることを確認してくだ

さい。 
表示（上段） ： READY 
表示（下段） ： CLEAN ROL?   

 
操作 2 ENTERキーを押下して確定してください。 

 表示（上段） ： CLEAN ROLL 
表示（下段） ：  Eject Magz 

 
操作 3 ドアを開扉し、マガジンを取り出してください。 

 表示（上段） ： CLEAN ROLL 
表示（下段） ： Step 1 >>> 

 
 

5.1.2.5.5 ローラーのクリーニング 
 

操作 1 

 

矢印キー（→）を押下してください。 
トランスポータ内のローラーは、図 5-3 に示されるトランスポータ
手前側の位置に移動します。 
ローラー移動中は、次のメッセージが表示されます。 
  

 表示（上段） ： CLEAN ROLL 
表示（下段） ：  Caution 

 

 
 

 

LCDに Cautionが表示されているときは、トランスポータ
内部に手を入れないでください。手を挟まれたり、巻き込ま

れたりして、けがをするおそれがあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        図 5-3 手前側に移動したローラー 

 
 
 
     図 5-2 トランスポータ 
 
 
 

（ここで使用しています写真

はわかりやすいようにローラ

ーをわざと汚してあります。）
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操作 2 

 
未使用の綿棒に少量の水道水を含ませます。 
添付の容器は水道水を入れるためにご使用ください。 

 
操作 3 

 

操作 2で用意した綿棒で、上側のローラー表面をクリーニングしま
す。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    図 5-4 クリーニング前の上側ローラー  図 5-5 ローラーのクリーニング 
 
 

操作 4 

 

操作 3において、上側ローラー手前側のクリーニングが終了したら、
ローラーを図 5-6 の方向に回転させながら、ローラー全周にわたり
まんべんなくクリーニングします。（図 5-7 はクリーニング後の上
側ローラーです。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      図 5-6 上側ローラーの回転    図 5-7 クリーニング後の上側ローラー 
 
 

操作 5 乾いた綿棒でローラーのゴム表面を乾拭きしてください。 
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操作 6 

 

上側ローラーのクリーニング終了後、矢印キー（→）を押下してく

ださい。トランスポータ内のローラーは、図 5-8 に示されるように
やや後方の位置に移動します。 
  

 表示（上段） ：  CLEAN ROLL 
表示（下段） ： Step 2 >>> 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-8 やや後方に移動したローラー 
 
 

 
 

 

LCDに Cautionが表示されているときは、トランスポータ
内部に手を入れないでください。手を挟まれたり、巻き込ま

れたりして、けがをするおそれがあります。 

 
ヒント  

図 5-8の位置にローラーが移動した状態のときに矢印キー（←）を押下すると、
ローラーは移動前である図 5-4の位置に戻ります。 

 
 

操作 7 

 

操作 2で用意した綿棒を使用してローラーをクリーニングします。
ローラーがこの位置の状態で、ローラーの約３／４周をクリーニン

グすることができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      図 5-9 ３／４周のクリーニング  図 5-10 ３／４周クリーニング後の 
                           ローラー 
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操作 8 乾いた綿棒でローラーのゴム表面を乾拭きしてください。 
 

操作 9 

 

操作 8のローラーのクリーニング終了後、矢印キー（→）を押下し
てください。トランスポータ内のローラーは、図 5-11に示すように
更に後方の位置に移動します。 
  

 表示（上段） ：  CLEAN ROLL 
表示（下段） ： Step 3 >>> 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-11 後方に移動したローラー 
 
 

 
 

 

LCDに Cautionが表示されているときは、トランスポータ
内部に手を入れないでください。手を挟まれたり、巻き込ま

れたりして、けがをするおそれがあります。 

 
ヒント  

図 5-11の位置にローラーが移動した状態のときに矢印キー（←）を押下すると、
ローラーは移動前である図 5-10の位置に戻ります。 

 
操作 10 

 

操作 2で用意した綿棒を使用して、ローラーの残り約１／４周をク
リーニングします 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     図 5-12 残り部分のクリーニング  図 5-13 残り部分クリーニング後の 
                           ローラー 
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操作 11 乾いた綿棒でローラーのゴム表面を乾拭きしてください。 
 

操作 12 

 

操作 11終了後、矢印キー（→）を押下してください。 
トランスポータ内のローラーは、最終的に図 5-14に示す位置へ移動
します。 
  

 表示（上段） ：  CLEAN ROLL 
表示（下段） ： Finish >>> 

 

 
 

 

LCDに Cautionが表示されているときは、トランスポータ
内部に手を入れないでください。手を挟まれたり、巻き込ま

れたりして、けがをするおそれがあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-14 最終ローラー位置 
 

操作 13 

 

操作 12 で、ローラーのクリーニングは終了します。水道水を含ませ

た綿棒でローラーのクリーニングを実施した後、乾いた綿棒でロー

ラーのゴム表面を乾拭きしますが、乾燥が不十分な場合には、完全

に乾燥させるため約３０分間放置してください。 

 
重要  

クリーニングが終わったローラーのゴム表面には素手で触れないように注意し

てください。また、十分に乾燥してから再使用して下さい。 
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5.1.3 装置本体のクリーニング 
 
 

 
 

 

装置本体をクリーニングするときは、必ず装置の電源を OFF
して電源プラグをコンセントから抜いてから行ってください。

電源 ONのまま装置内部の清掃を行うと、手を挟まれたり、巻
き込まれたりして、けがをするおそれがあります。 

 
 

5.1.3.1 装置本体外装のクリーニング 
 

外観の汚れは、やわらかい布に水、または洗剤を含ませて軽く拭いてください。 
 

重要  

ベンジン、シンナーなど（揮発性のもの）の薬品を用いて拭いたりしますと、

変形や変色の原因となることがあります。また、殺虫剤をかけたりした場合で

も変形や変色の原因となることがありますので、ご注意ください。 

 
 
 

5.1.3.2 固定スロットのクリーニング 
 

装置内部の固定スロット内面を、乾いた綿棒を使用して軽く拭きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-15 固定スロット内面のクリーニング 
 

重要  

装置本体のクリーニング時には、塵埃を巻き上げないよう静かに拭き取りを行

ってください。その際、内部ＦＦＣケーブル等を保護するため、掃除機による

クリーニングは絶対に行わないでください。また断線しないよう注意してくだ

さい。 
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5.1.3.3 装置本体内部のクリーニング 
 

乾いた綿棒で、装置内部の床面およびマガジン取付部付近の目立った塵埃を軽く拭き

取ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-16 装置内部のクリーニング 
 
 
 
 
 

5.1.4 マガジンのクリーニング 
 
 

取り出しておいたマガジンの内外面を、乾いた綿棒を使用して軽く拭き取ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-17 マガジンのクリーニング 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＦＦＣケーブル 
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5.1.5 カートリッジのクリーニング 
 

最初に取り出したカートリッジの表面に付着した塵埃を乾いた綿棒を使用して拭き取

ります 
 

重要  

カートリッジ内部へ塵埃が進入する原因となりますので、クリーニングの際に

はカートリッジのシャッター部を開けないように注意してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-18 カートリッジクリーニング 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シャッター部 
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5.2 フィルターエレメント交換 
 

5.2.1 交換時期 
 
          6 ヶ月に一回を目安に交換してください。 
          「DRV Err1」が LCDに表示された場合には周囲温度が高いかもしくはフィルターエ

レメントの目詰まりによる冷却効果の低下も考えられます。目詰まりの場合にはフ

ィルターエレメントを交換してください。 
 

5.2.2 交換方法 
 
 

 
 

 

フィルターエレメントを交換するときは、必ず装置の電源を

OFF して電源プラグをコンセントから抜いてから行ってくだ
さい。電源 ONのままフィルターの交換を行うと、手を挟まれ
たり、巻き込まれたりして、けがをするおそれがあります。 

 
 

1. 本体にダクトホースが取り付けられている場合はまず先にダストホースを取り外してく
ださい。図 5-19に示すようにカバーについているネジ（対角 2本）を緩めて本体より外し
てください。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          図 5-19ダクトホースの取り外し 
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2. 取り外しは、図 5-20 に示すように PUSH 矢印のところを押しながら引き抜いて
ください｡ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         図 5-20 フィルターエレメントの取り外し方 
 
 

3. 取り付けは、図 5-21に示すようにカチッという音がするまで真っ直ぐに押し込ん
でください。少し引っ張っても外れなければ取り付けは完了です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         図 5-21フィルターエレメントの取り付け方 
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5.3 装置の移動について 
 
 
 本製品を移動または輸送する際は、次の手順に従ってください。 
 

重要  

システムを終了するときは、「項 2.5 システムの起動と終了」を参照。 

 
１ ドライブにカートリッジが入っていないことを確認してください。 

 
２ ドライブにカートリッジが入っている場合は、カートリッジをアンロード（イジ 
  ェクト）します。バックアップ用ソフトウェアのマニュアルを参照するか、フロ 
  ントパネルキーを使用してください（「項 3.5 パネルキーの操作」を参照）。 

 
３ オートローダからすべてのカートリッジを取り出します。 

 
 

重要  

インターフェースが非アクティブな状態になるまでオートローダの電源は切ら

ないでください。バスがアクティブな状態のときに SCSI 周辺機器の電源を切
ると、データが失われたり、不安定なバス状態になることがあります。コンピ

ュータが LANに接続されているときは、電源を切る前に必ずシステム管理者に
連絡してください。 

 
 
４ オートローダの電源を切ります。 

 
５ AC電源ケーブル、SCSIケーブルおよび終端抵抗コネクタを取り外します。 

 
６ マガジンを収納してから、ドアをロックします。 

 
ヒント  

本製品を輸送する場合は、購入時の梱包箱と梱包材で装置を梱包してください。

梱包材がない場合は、輸送の際に装置に衝撃を与えないよう緩衝材などを使っ

て装置を梱包してください。 
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第６章 故障および異常時の対処 
 
 
次の表は、オートローダのトラブルシューティングの方法を示しています。本製品をご使用

中に「故障かな？」と思われる症状が発生したときは、表の内容を参考にチェックしてくだ

さい。項目に無い症状が発生したり、各項目内の回復方法を実施しても症状が復旧しない場

合には、お買いあげの販売店または保守サービス会社までお問い合わせください。 
本体装置またはアプリケーションソフトウェアに関連する問題については、本体装置やアプ

リケーションソフトウェアのマニュアルを参照してください。 
 

ヒント  

電源の入切をする前に、システム管理者に問い合わせてください。アクティブ

なデバイスが SCSI バス上に接続されている間は、電源を一度切ったら再度入
れないようにしてください。SCSI バスがアクティブな状態でこのような操作
をすると、データが消失したり、ホストシステムが停止する場合があります。

 
 

現象 回 復 方 法 

電源  

オートローダに電源が入

らない 

・AC電源コードの接続をチェックします。 
・電源スイッチが ONになっているかどうかを確認します。
・コンセントに電源が流れているかどうかを確認します。別

 の使用可能なコンセントで試します。 
・電源コードを交換します。 
・オートローダ背面にあるファンが回転しているかどうかを

 確認します。 

電源投入テストに失敗し

た。前面パネルの液晶ディ

スプレイにエラーメッセ

ージが表示される。 

・全てのカートリッジがマガジンおよび固定スロットに完 

 全に挿入され、マガジンがオートローダ内部に正しく取り

 付けられているかどうかを確認します。 
・トランスポータ固定ネジが取り除かれているかどうかを確

認します。 
・フロントドアがきちんと閉じられているかどうかを確認し

 ます。 
オートローダの電源等投

入の失敗時にドライブに

挿入されていたテープが、

電源投入後も動作可能状

態に戻らない。 

・オートローダ背面にあるファンが回転しているかどうかを

 確認します。 
・オートローダの電源を切り、再度電源を入れます。 

メッセージがディスプレ

イに表示されない。 

・アクティブなコンセントに AC 電源コードが接続されてい
るかどうかを確認します。 
・電源スイッチがオンになっているかどうかを確認します。

・オートローダの背面のファンが回転しているかどうかを 
 確認します。 
・オートローダの電源を切り、再度電源を入れます。 
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現象 回 復 方 法 

カートリッジの動き  

カートリッジがトランス

ポータにつまっている。 

・ ローラーのクリーニングを実施してください。「項 5.1.2
ローラーのクリーニング」を参照してください。 

・ ローラークリーニングを実施しても再発するようであれば

装置交換をしてください。 

カートリッジのロード／

アンロードを失敗する。 

カートリッジがドライブ

から取り出せない。 

・ ローラーのクリーニングを実施してください。「項 5.1.2
ローラーのクリーニング」を参照してください。 

・ ローラークリーニングを実施しても再発するようであれば

装置交換をしてください。 
 

接続  

ホストがオートローダを

検出しない。 

・オートローダに終端コネクタが装着され、ケーブルが正し

 く取り付けられているかどうかを確認します。 
・オートローダがオペレーティングシステムで認識されてい

 るかどうかを確認します。 
 

ホストのバックアップソ

フトアプリケーションが

オートローダを検出しな

い。 

・バックアップ用ソフトウェアがドライブを検出してもオー

 トローダを検出しない場合、オートローダモジュール、ま

 たはチェンジャオプションがバックアップソフトに付属し

 ているかどうかを確認します。ほとんどのソフトウェアパ

 ッケージには、オートローダロボティクスと通信するため

 の追加モジュールが必要です。 
・バックアップソフトがオートローダを検出してもドライブ

 を検出しない場合、正しいバックアップソフトドライバが

 インストールされているかどうかを確認します。 

変更したドライブの SCSI 
ID がホストコンピュータ
で認識されない。 

・ 同じバスにある SCSIデバイスに、それぞれ異なる ID番号
割り当てられているかどうかを確認します。 

・ホストを再起動します。 
 

オートローダへの接続後、

応答速度が遅くなるか、ま

たは停止する。 

・ ホストに接続されているすべてのデバイスで SCSI IDの競
合がないかどうかを確認します。 

・ バックアップソフトでは SCSI IDを特定の順序にする必要
はありません。 
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現象 回 復 方 法 

オートローダのパフォーマンス 

オートローダでのデータ

のバックアップの効率が

悪い。 

・お買い求めの販売店、または保守サービス会社にご連絡く

 ださい。 

動作  

テープに書き込みができ

ない。 

・ファイルシステムに対するホストデバイスのアクセス権限

 をチェックします。 
・使用しているテープ種類が正しいかどうかを確認します。

・テープの書き込み禁止タブをチェックして、書き込み可能

 状態になっているかどうかを確認します。 
・新しいテープに取り替えます。 

クリーニング  

クリーニングメッセージ

が繰り返し表示される。 

・既存のクリーニングテープを新しいテープと交換します。

・ドライブのクリーニング後も液晶ディスプレイでクリーニ

 ングを要求するメッセージが表示される場合は、クリーニ

 ングテープを交換します。 

Alarm LEDが点滅し、 
“REQ CLNROL”メッセー
ジが表示される。 

・ローラーのクリーニングを実施する。 

その他  

カートリッジがドライブ

に残っている。 

・ バックアップアプリケーションの設定を確認してくださ

い。（バックアップ終了後、Eject する指定に変更する） 

・ オペパネ EJECT を実行する。 

・ ローラーのクリーニングを実施してください。「項 5.1.2

ローラーのクリーニング」を参照してください。 

・ ローラークリーニングを実施しても再発するようであれば

装置交換をしてください。 
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現象 回 復 方 法 

オートローダが異常にな

った場合その現象を示す

エラーコードが LCD に表
示され、アラーム LED が
点灯あるいは点減します。 
 
 
（１）アラーム・LED点灯 

①CMerxxxxxx表示 
 
 
 
②その他の表示 
 
 

（２）アラーム・点減 
①REQ CLNROL 
 
 
 
②その他の表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

トランスポータのエラーが発生しました。「付録 C エラーコ

ードとメッセージ」を参照してください。 

 

 

HW エラーが発生しました。「付録 C エラーコードとメッセー

ジ」を参照してください。 

 

ローダの清掃要求が発生しました。「付録 C エラーコード

とメッセージ」を参照してください。 

 

 

HW エラーが発生しました。「付録 C エラーコードとメッセ

ージ」を参照してください。 

 
 
 
 

6.1 その他の確認事項 
 
 

上記の確認事項に加えて、本製品の取り付け状態やケーブルの接続状態なども確認して

ください。また、本ユーザーズガイドで説明していないスイッチの設定を変えていたり、

説明していないコネクタに何かを接続していたりしている場合は、これらを購入時の状

態に戻してください。 
 

接続している装置についても確認してください。詳しくは装置に添付の説明書をご覧く

ださい。 
 

6.2 障害調査、修理を依頼するときは 
 

LEDや液晶ディスプレイの表示内容をメモしておいてください。これらの情報は障害調
査、修理をする際の有用な情報となります。 
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第 7章 効果的なバックアップの運用方法 
 

7.1 重要なデータの保存について 
 
 
  重要なデータまたはプログラムなどを保存する場合には、万一の場合に備えて、正副 2

巻に保存することをお勧めします。 
  また、保存する際にはバックアップソフトのベリファイ機能を利用し、保存データの確

認も行うことをお勧めします。ベリファイ機能の利用方法については、各バックアップ

ソフトの取扱説明書を参照してください。 
  こうしておけば、一方のテープがチリやホコリによるリードエラーを起こしても、もう

一方のテープから復旧でき、大切なデータやプログラムの消失を防ぎます。 
 
 

7.2 データの 3世代管理について 
 
 
  ディスク上のデータを保存する場合は、保存したデータの 3世代管理をお勧めします。 
  3 世代管理は、テープ 3 巻（A、B、C）を使用して、ディスク上のデータを 1 日目はテ

ープ Aに保存し、2日目はテープ Bに 3日目はテープ Cに保存していくものです。 
  これにより、例えば一環のテープ Cがリードエラーを起こした場合には、データ Bを使
用してデータを復旧でき、また、テープ B がリードエラーを起こした場合でもテープ A
のデータを使用して大切なデータを復旧することができます。 

 
 

7.3 データカートリッジの保管について 
 
 
  決められた保管条件を守り、保管場所を常に清潔に保ってください。 
  書き込みを禁止にしておくことをお勧めします。 
長期間にわたって保管する場合は、常にバックアップデータが復旧可能であることを確

認するため、定期的にデータの読み出しを行ってください。 
万一の場合を想定してシステムから遠く離れた場所に保管しておくことをお勧めします。 
正副 2 巻のデータカートリッジが有る場合には、正、副それぞれを異なる場所に保管し
ておくとさらに効果的です。 

 
 

7.4 バックアップと惨事復旧手順の制定 
 
 
  バックアップ方法を定めるときは、常に惨事復旧を想定したスケジュールを組んでくだ

さい。バックアップ・リストの正しい手順を制定することが、バックアップの運用の第一歩

です。惨事復旧の手順を確立し、正しく運用されることを定期的に確認してください。 
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付録Ａ 仕 様 
 
 

装置本体 
 
 最大データ記憶容量*1 400GB×10（圧縮率 2倍時：800GB×10）*2    

 カートリッジテープ実装数 最大 10巻 
 

 SCSIインターフェース Ultra160 LVD 
 

 外形寸法 220mm(幅)ｘ599mm(奥行き)ｘ175mm(高さ) 
  ラックスペース 5U 
 

 質量*3 18kg未満 
 

 データ転送速度*1 80MB／秒（最大、非圧縮時） 
 

 電源電圧 AC100 - 240V 
 

 周波数 50／60Hz共用 
 

 消費電流 1.3 – 0.5A 
 

 消費電力 125W 
 

 環境条件［動作時］ 周囲温度 10℃～35℃ 
  相対湿度 20%～80%RH 
  最大湿球温度 26℃（結露なきこと） 
 

     ［非動作時*3］ 周囲温度 –40℃～60℃ 
  相対湿度 10%～90%RH 
  最大湿球温度 26℃（結露なきこと） 
 

     ［梱包保管時*4］ 周囲温度 16℃～32℃ 
  相対湿度 20%～80%RH 
  最大湿球温度 26℃（結露なきこと） 
 
 
   *1：接続しているサーバのシステム環境およびデータの種類によリ変化 
     します。 
   *2：N8152-06、EF-2432を使用時。 
   *3：カートリッジを含まず。 
   *4：カートリッジを含む。 
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データカートリッジ （型番：N8152-06/05、EF-2432/2427/2424） 
 
 最大データ記憶容量 400GB（圧縮時 800GB）：N8152-06、EF-2432 

400GB（圧縮時 800GB）：N8152-07、EF-2433*1 
200GB（圧縮時 400GB）：N8152-05、EF-2427 

 100GB（圧縮時 200GB）：EF-2424*2 

 使用条件 周囲温度 10℃～45℃ 
  相対湿度 20%～80%RH 
  最大湿球温度 26℃（結露なきこと） 
  放置時間 ：  

使用および保管条件以外の環境にデータカート

リッジがさらされていた場合には、使用および

保管環境条件以外の環境にさらされていた時間

以上（最大 24時間）、使用環境になじませてく
ださい。温度勾配は 10℃／時間とする。 

 

 保管条件 周囲温度 16℃～32℃ 
  相対湿度 20%～80%RH 
  最大湿球温度 26℃（結露なきこと） 
  保管状態 ： 

データカートリッジは保護ケースに入れ、フタ

をして保管してください。置き方は水平、垂直

どちらでもかまいません。 
 

 運搬条件 周囲温度 –23℃～49℃ 
  相対湿度 20%～80%RH 
  最大湿球温度 26℃（結露なきこと） 
  運搬状態 ： 

データカートリッジを保護ケースに収納し、ビ

ニール袋等に入れて密封してください。輸送の

場合には、さらに段ボール箱に入れてデータカ

ートリッジに力が加わらないように包装してく

ださい。 
 

            *1WORM型データカートリッジ 
            *2本製品では読み出しのみ可能（書き込み不可） 
 

クリーニングカートリッジ （型番 ： EF-3237Q） 
 
 使用回数    50 回（但し、本製品以外で使用したクリーニングカートリッジの場

合、使用回数は 50回を下回ることがあります。）。 
 
 使用条件    データカートリッジと同一 
 
 保管条件    データカートリッジと同一 
 
 運搬条件    データカートリッジと同一 
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付録Ｂ 別売品および消耗品 
 
 

別売品 
 

本製品には次の別売品が用意されています。お買い求めの際は販売店に品名と次の型番

をお申し付けください。 
 
 

品  名 型 番 仕 様 

データカートリッジ N8152-06 
EF-2432 付録Ａを参照。 

データカートリッジ N8152-07 
EF-2433 付録Ａを参照 

データカートリッジ N8152-05 
EF-2427 付録Ａを参照 

データカートリッジ EF-2424 付録Ａを参照。 

LTOマガジン（７スロット） EF-3244K 本体付属のマガジンと同一。

 
 
 
 
 
 

消耗品 
 

本製品には次の消耗品が用意されています。お買い求めの際は販売店に品名と次の型番

をお申し付けください。 
 
 

品  名 型 番 仕 様 

クリーニングカートリッジ EF-3237Q 
本製品のみ使用された

場合、ヘッドクリーニン

グを 50回行えます。 

ローラークリーナーセット 243-532883-200-A  

Filter Element 
LL0101A-FE00200 243-5333172-200-A 6 ヶ月ごとに交換してく

ださい。 
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付録Ｃ エラーコードとメッセージ 
 
 
本製品ではエラーが発生した場合、装置前面の液晶ディスプレイ上に 4桁～6桁のエラーコー
ドを表示します。また、必要に応じて種々のメッセージを表示します。 
 
エラーコードは、その先頭の文字列により次のように大別されます。 
 
 先頭文字列 CMer ： トランスポーター関連のエラー 
  D.err ： ドライブ I/F関連のエラー 
  Err. ： パネル操作関連のエラー 
 
 
 

CMerエラーについて 
 
 表示される 6桁のエラーコードは、コード 1（大分類）、コード 2（中分類）およびコ 

ード 3（小分類）から構成され、次の例ように先頭に「CMer」という文字列が配置され
ます。 

 
 エラーコード表示例 ： CMer ○○ □□ △△ 
 

○○：エラーコード 1（大分類） 
      □□：エラーコード 2（中分類） 
      △△：エラーコード 3（小分類） 

 
 CMer エラーコード１について 
 
 表 C-1に CMerエラーコード 1のエラー内容を記載します。 
 ここでは、エラー発生時における動作の大分類を表しています。 
 

表 C-1 Cmerエラーコード一覧表 
○○ 説 明 

20 SCSIからのMove Mediumコマンド実行中に発生したエラーです。 

30 SCSIからの Initialize Element Statusコマンド実行中に発生したエラーです。 

40 トランスポーターのＰ駆動システム初期化中に発生したエラーです。 

70 トランスポーターのＹ駆動システム初期化中に発生したエラーです。 

 
 

CMer エラーコード 2 について 
 
 表 C-2に CMerエラーコード 2のエラー内容を記載します。 
 ここでは、CMerエラーコード 1の動作を更に分類して表しています。 
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表 C-2 CMerエラーコード２一覧表 

□□ 説 明 

20 ドライブからカートリッジをアンロード中（イジェクト中）に発生したエラーです。

30 ドライブにカートリッジをロード中に発生したエラーです。 

40 トランスポータのＰ駆動システム初期化中に発生したエラーです。 

50 マガジンスロットからカートリッジをアンロード中（イジェクト中）に発生したエラ

ーです。 
60 マガジンスロットへカートリッジをロード中に発生したエラーです。 

70 トランスポーターのＹ駆動中に発生したエラーです。 

80 カートリッジのインベントリチェック中に発生したエラーです。 

  81*1 カートリッジのバーコード読取り中に発生したエラーです。 

94,95 ドライブとの通信中にエラーが発生しました。 

*1.オプション バーコードリーダ関連エラー 

 

CMer エラーコード 3 について 
 

 表 C-3に記載されてるエラーコードがエラーの本質的な要因を示します。 
原因と回復方法を記載してあります。 

 
表 C-3 ＣＭerエラーコード 3一覧表（１/３） 

エラーコード 原因 回復方法 

CMer****23～ 

CMer****27 

ドライブからカートリッジをアン

ロード中（イジェクト中）に駆動シ

ステムがエラーを検出しました。 

・ ローラーのクリーニングを実施してくださ

い。「項 5.1.2 ローラーのクリーニング」を
参照。 

 

CMer****2B 

 

ドライブへ Eject 要求する前にドラ
イブの状態を確認しようとして通

信エラーが発生した。 

CMer****2C 

ドライブに対して Eject 要求をした
がカートリッジを Eject できなかっ
た。 

・ オートローダ電源を切って、再度電源を投入

します。 

CMer****31～ 

CMer****39 

ドライブへカートリッジをロード

中に駆動システムがエラーを検出

しました。 

・ ローラーのクリーニングを実施してくださ

い。「項 5.1.2 ローラーのクリーニング」を
参照。 

 

CMer****3A 

 

マントリトライ中にドライブの状

態を確認しようとして、通信エラー

が発生した。 

CMer****3B 

マウントリトライ中にドライブに

対して Eject 要求したが、ドライブ
がカートリッジを Eject できなかっ
た。 

・ オートローダ電源を切って、再度電源を投入

します。 

CMer****3C～ 

CMer****3F 

ドライブへカートリッジをロード

中に駆動システムがエラーを検出

しました。 

CMer****51～ 

CMer****55 

固定スロットからカートリッジを

アンロード中（イジェクト中）に駆

動システムがエラーを検出しまし

た。 

・ ローラーのクリーニングを実施してくださ

い。「項 5.1.2 ローラーのクリーニング」を
参照。 
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表 C-3 CMerエラーコード 3一覧表（２/３） 

エラーコード 原因 回復方法 

CMer****5A～ 

CMer****5F 

マガジンからカートリッジをアン

ロード中（イジェクト中）に駆動シ

ステムがエラーを検出しました。 

ローラーのクリーニングを実施してください。

「項 5.1.2 ローラーのクリーニング」を参照。

CMer****61～ 

CMer****6F 

固定スロットにカートリッジをロ

ード中に駆動システムがエラーを

検出しました。 

CMer****71～ 

CMer****78 

マガジンにカートリッジをロード

中に駆動システムがエラーを検出

しました。 

・ローラーのクリーニングを実施してください。

「項 5.1.2 ローラーのクリーニング」を参照。

CMer****B0～ 

CMer****B2 *1 

固定スロットのカートリッジのバ

ーコード読み取り中にエラーが発

生しました。 

・ トランスポータからカートリッジを取り外

してください。 
・ オートローダ電源を切って、再度電源を投入

します。 

CMer****B4 *1 
カートリッジのバーコード読み取

り中、スロット 10 にカートリッジ
を検出しました。 

・ スロット 10 のカートリッジを取りはずして
ください。 

・ オートローダ電源を切って、再度電源を投入

します。 
 

CMer****B5 

CMer****B6 *1 

マガジンスロットのカートリッジ

のバーコード読み取り中、エラーが

発生しました。 

・ トランスポータからカートリッジを取り外

してください。 
・ オートローダ電源を切って、再度電源を投入

します。 

CMer****B7 *1 
マガジンスロットのカートリッジ

のバーコード読み取り中、エラーが

発生しました。 

・ スロット 6からカートリッジを取り外してく
ださい。 

・ オートローダ電源を切って、再度電源を投入

します。 

CMer****B8 *1 
マガジンスロットのカートリッジ

のバーコード読み取り中、エラーが

発生しました。 

・ トランスポータからカートリッジを取り外

してください。 
・ オートローダ電源を切って、再度電源を投入

します。 

CMer****B9 

CMer****BA *1 

固定スロットのカートリッジのバ

ーコード読み取り中にエラーが発

生しました。 

・ トランスポータからカートリッジを取り外

してください。 
・ オートローダ電源を切って、再度電源を投入

します。 

CMer****BB *1 
固定スロットのカートリッジのバ

ーコード読み取り中にエラーが発

生しました。 

・ スロット 6からカートリッジを取り外してく
ださい。 

・ オートローダ電源を切って、再度電源を投入

します。 

CMer****BC *1 
固定スロットのカートリッジのバ

ーコード読み取り中にエラーが発

生しました。 

・ トランスポータからカートリッジを取り外

してください。 
・ オートローダ電源を切って、再度電源を投入

・ します。 

CMer****BD  を検出しました。 ・ オートローダ電源を切って、再度電源を投入

します。 
CMer****C0 

CMer****C1 

エラー復旧中にドライブとの通信

中にエラーを検出しました。 
・ オートローダ電源を切って、再度電源を投入

します。 

*1.オプション バーコードリーダ関連エラー 
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表 C-3 CMerエラーコード 3一覧表（３/３） 

エラーコード 原因 回復方法 

CMer****D0～ 

CMer****D4 

Ｙ駆動システム初期化中に駆動シ

ステムがエラーを検出しました。 

・ トランスポーターに異物がないことを確認

します。 
・ オートローダ電源を切って、再度電源を投入

します。 
CMer****D7～ 

CMer****D9 

インベントリ中に、駆動システムが

エラーを検出しました。 
・ オートローダ電源を切って、再度電源を投入

します。 

CMer****DA～ 

CMer****DC 

トランスポーターのＹ駆動中に駆

動システムがエラーを検出しまし

た。 

・ トランスポーターに異物がないことを確認

します。 
・ オートローダ電源を切って、再度電源を投入

します。 

CMer****E0 
Ｐ駆動システム初期化中にケーブ

ルの断線を検出しました。 
・ オートローダ（Drive Sled Assemblyを除く）
を交換します。 

CMer****E1～ 

CMer****E3 

Ｐ駆動システム初期化中に駆動シ

ステムがエラーを検出しました。 

・ トランスポーターからカートリッジを取り

出します。 
・ オートローダの電源を切って、再度電源を投

入します。 

CMer****E4～ 

CMer****E6 

Ｐ駆動システム初期化中に駆動シ

ステムがエラーを検出しました。 

・ トランスポーターに異物がないことを確認

します。 
・ オートローダの電源を切って、再度電源を投

入します。 

CMer****E8*1 エラー復旧中に駆動システムがエ

ラーを検出しました。 

・ ローラーのクリーニングを実施してくださ

い。「項 5.1.2 ローラーのクリーニング」を
参照。 

CMer****E9 
インベントリ中にカートリッジセ

ンサエラーが発生しました。 
・ オートローダ（Drive Sled Assemblyを除く）
を交換します。 

CMer****EA～ 

CMer****FE 

エラー復旧中に駆動システムがエ

ラーを検出しました。 

・ ローラーのクリーニングを実施してくださ

い。「項 5.1.2 ローラーのクリーニング」を
参照。 

 
*1.オプション バーコードリーダ関連エラー 
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D.errについて 
 
 ドライブとの通信でエラーを検出したか、またはドライブからの応答が期待値と異なった場
合に LCDに表示されます。 

 

 エラーコード表示例 ： D.err  
 

 表 C-4に D.errエラーコードと回復方法を示します。 
 

表 C-4 Derrエラーコード一覧表 
○○○○ 原 因 回復方法 

0101 シリアル通信でタイムアウトになり

ました。 

0102～010F 

Load、Unload および Unthread コマ
ンドの送信／受信条件待ちで、カート

リッジ位置の異常を検出、またはタイ

ムアウトが発生しました。 

0110 シリアル通信でパリティエラーが発

生しました。 

0111 シリアル通信でフレーミングエラー

が発生しました。 

0112 シリアル通信でオーバーランエラー

が発生しました。 

0113～013F 

Load、Unload および Unthread コマ
ンドの送信／受信条件待ちで、カート

リッジ位置の異常を検出、またはタイ

ムアウトが発生しました。 

0140 
Load または Unload コマンドで、ド
ライブからError終了の報告がありま
した。 

0170 シリアル通信でエラーが発生しまし

た。 

0180 
ACK またはデータ受信待ちで、NAK
受信のリトライオーバーが発生しま

した。 

0181 
ACKまたはデータ受信待ちで、SNAK
受信のリトライオーバーが発生しま

した。 

0190 
Load または Unload コマンドの送受
信条件待ちでタイムアウトになりま

した。 

0191 
Load または Unload コマンドの完了
条件待ちでタイムアウトになりまし

た。 

0192 ドライブエラー（状態遷移タイムアウ

ト）が発生しました。 

・ 電源 OFF/ON で回復するか試みてくださ
い。 
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Drive Errについて 
 

ドライブのエラーと警告が LCD に表示されます。 

 

エラーコード表示例 : DRV Err × 

表 C-5 に DRV Err エラーコードと回復方法を示します。 

 

表 C-5 DRVエラーコード一覧 
エラーコード 説明 回復方法 

DRV Err 1 
ドライブが推奨動作温度を越えた

ことを検出しました。 環境温度範囲内の環境に設置してください 

DRV Err 2 

ドライブの入力電圧が許容範囲の

限度、または越えていることを検出

しました。 
装置交換してください 

DRV Err 3 
ドライブのファームウェアのエラ

ーが発生しました。 

DRV Err 4 

ドライブのファームウェア、または

ハードウェアに障害が発生しまし

た。 

DRV Err 5 
ドライブのハードウェアに障害が

発生しました。 

ドライブユニットを交換してください 

DRV Err 6 
ドライブのハードウェア、またはメ

ディアのエラーが発生しました。 

メディアを交換してください 
再発する場合はドライブユニットを交換してく

ださい 
DRV Err 7 メディアの障害が発生しました。 メディアを交換してください 

DRV Err 8 

ドライブのハードウェア、または

SCSI バスでエラーが発生しまし
た。 

DRV Err 9 

ドライブのハードウェア、または

RS-422 インターフェースでエラー
が発生しました。 

DRV Err A 
ドライブのハードウェアに障害が

発生しました。 

ドライブユニットを交換してください 

 
 

ヒント  

**：「DRV Err 1」はドライブからの Cooling要求を表します。 
  LCDに表示された場合には、周辺環境温度の上昇か、もしくはフィルターエレメ
ントの目詰まりによる冷却効率低下が考えられますので、設置環境の再確認と目

詰まりの場合にはフィルターエレメントを交換してください。 
  ただし、「DRV Err 1」が表示された場合でも、ドライブのリード／ライ 
  トは正常に行われます。この表示は「警告」を意味するものであり、「障害」 
  ではありません。 
  また、バックアップ・ソフトウェア上に上記メッセージが表示された場合 
  にも、同様の処理を行ってください。 
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メニュー実行時のエラーおよびメッセージについて 
 
 メニュー実行中に検出されたエラーおよびメッセージが LCDに表示されます。 
 
      エラーコード表示例 : Err. ｘｘｘｘ 
 

 表 C-6にエラーコード及びメッセージと回復方法について示します。 

 
C-6 Err.エラーコードとメッセージ一覧表 

 

メッセージ 説 明 回復方法 

 BCR RD err*1 
“SELF TEST”メニューのバーコードリ
ーダテストでカートリッジのバーコ

ードを読み取れません。 

バーコドラベル付きカートリッジに交換してく

ださい。 

 DRV full*2 “SELF TEST”実行時、ドライブにカート
リッジがあります。- 

ドライブのカートリッジを取り出してくださ

い。 

 Dst.full 
指定した搬送先にカートリッジが既

にあります。 
ESCAPEキーを押し、指定変更してください。 

 Err.0130 
Unload前にドライブBusyタイムアウ

トが発生しました。 

ESCAPEキーを押し、”DRV full”が表示するまで
待ちます。 

 Err.01xx 

 (Err.0130以外) 

ドライブ通信エラーが発生しました。

xxはD.err01xxと同じです。 
ESCAPEキーを押し、再実行します。 

 Err.40xx 
搬送エラーが発生しました。LCD上段

にはCMerxxxxxxが表示されます。 

 Err.xxxxxx 
搬送エラーが発生しました。xxxxxxは

CMerxxxxxxと同じです。 

表C-1,2,3を参照してください。 

 FAILED “DRV FUNC”が失敗しました。 カートリッジの交換 

 NG case*2 “SELF TEST”実行時、スロット１以外に
カートリッジがあります。 

スロット１以外のカートリッジを取り除きま

す。 

 PASSWORD 

 invalid 

“MAINTENANC”メニューで入力したパス
ワードが不正であった。 

ESCAPEキーを押し、正しいパスワードを入力し

てください。 

 Reselect 
“SCSI ID”でロボットとドライブに同
じIDを指定されました。 

 

 S10forBCR*1 
“Load Slt?”でバーコード退避スロッ
ト１０にカートリッジを搬送しよう

としました。 

スロット７のカートリッジを取り外します。 

 Slt1 empty*2 “SELF TEST”でスロット１にカートリ
ッジがありません。 

スロット１にカートリッジをセットします。 

 Src.empty 
指定した搬送元にカートリッジが有

りません。 
ESCAPE キーを押し、指定変更 

 Timeout*2 “SELF TEST” でタイムエラーが発生し
ました。 

 

 
*1.オプション バーコードリ－ダ関連エラー 
*2.SELF TEST関連エラー 
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その他のエラー表示 
 表 C-7にその他のエラー表示と回復方法を示す。 
 

表 C-７ その他のエラー表示 
 

メッセージ  説 明 

 CLN EXPIRE 使い切ったクリーニングカートリッ

ジを検出しました。 
クリーニングカートリッジを交換してください。

 DRVinvald ドライブが不正か、またはドライブ通

信エラーが発生しました。 ドライブスレッド交換してください。 

 errBCRini*1 
バーコードリーダ通信エラーが発生

しました。または、バーコード機能モ

ードの設定が不正です。 

“Mode Set” でバーコード機能モードを再設定 
してください。 
バーコードリーダを交換してください。 
装置交換してください。 

 FATAL ERR. カートリッジの搬送中にマガジンが

取り外されました。 

マガジンを再セットしてください。 

装置交換してください。 

 ILLEGAL MODE ローダ背面のディップスイッチ設定
が不正になっております。 

電源 OFF してディップスイッチを再設定しま
す。 
ドライブスレッドを交換してください。 
装置交換してください。 

 no magazin マガジンが有りません。 マガジンを再セットしてください。 
装置交換してください。 

 REQ clean ドライブクリーニング要求を検出し

ました。 クリーニングを実施してください。 

 Rmv.Slot10 
 Move 107?*1 

バーコード退避スロットにカートリ

ッジが有ります。 

スロット１０のカートリッジを取り除いてくだ

さい。 

 SCSI P Err SCSIパリティエラーが発生しました。

SCSIケーブルの勘合をチェックしてください。
SCSIケーブルを交換してください。 
ドライブスレッドを交換してください。 
装置交換をしてください。 

 
*1.オプション バーコードリーダ関連のエラー 
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その他のメッセージ表示 
  表 C-8 にその他のメッセージをに示します。 
 

表 C-8 その他のメッセージ表示一覧表（1/2） 
メッセージ 説 明 

 BUSY ローダがBUSY状態です。 
 Calibrate ドライブがCalibrate中です。 
 Caution パネルメニュー実行中の為、人手介入禁止です。 

 Cleaning ドライブがクリーニング中です。 

 CLEAN ROLL ローラ清掃モード中です。 

 Complete メニューが正常終了しました。 

 door open フロントドアがオープンになっています。 

 DRV empty ドライブにカートリッジが有りません。 

 DRV full ドライブにカートリッジが有ります。 

 Eject Magz マガジンの取り出し要求です。 

 Empty カートリッジがありません。 

 Erasing ドライブがErase中です。 
 Full スロットにカートリッジがあります。 

 FW UPGRADE 
 FINISH ロボットFWのUpdateが正常に終了しました。 

 HP LTO3 Ｈｐ製ＬＴＯ３ドライブが搭載されています。 

 key unlock ドアロックキーがunlockされています。 
 Loading ドライブがロード中です。 

 Locating ドライブが位置決め中です。 

 Moving トランスポータが移動中です。 

 NOT READY ロードがNot Ready状態です。 

 open ok フロントドアのオープンが可能です。 

 Present マガジンがあります。 

 Reading ドライブがリード中です。 

 READY ローダがReady状態です。 

 RESTORE 
 NORM MODE Dip SWの設定を「出荷モード」に設定する要求です。 

 REQ.RESET エラー復旧後のローダからのリセット要求です。(電源再投入をしてください。) 

 Rewinding ドライブがリワインド中です。 

 Rmv.Slot10*1 
 Rmv.Slot7 バーコードリーダ有効時にスロット７のカートリッジの取り出し要求です。 

 Rst.Magazn*1 ローダのインベントリ実施の為、マガジンの取り外し→再実装要求です。 

 SCSI Reset SCSIリセットを検出しました。 

 Stopping*2 “SELF TEST”実行中にESCAPEキーが押されました。 

 Test Stop*2 “SELF TEST”中断しました。 

 Unloading ドライブがUnload中です。 

 wait.. ドアロックキーがunlockされ、フロントドアのオープン待ち状態です。  
*1.オプション バーコードリーダ関連エラー 
*2.SELF TEST関連エラー 
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表 C-8 その他のメッセージ表示一覧表（2/2） 

メッセージ 説 明 
 wait load ドライブのロード開始待ち状態です。 

 wait unlod ドライブアンロード開始待ち状態です。 

 Writing ドライブがライト中です。 
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